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【
解
說
】

本
稿
は
『
慶
元
條
法
事
類
』
に
見
え
る
文
書
令
の
譯
註
で
あ
る
。
文
書
令
は

避
諱
、
用
印
、
用
號
、
機
密
、
翻
錄
、
簿
曆
、
架
閣
、
申
狀
な
ど
に
關
す
る
規

定
で
、
お
お
ま
か
に
は
同
類
の
規
定
は
唐
令
で
は
公
式
令
、
明
清
律
で
は
吏
律

公
式
な
ど
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
１
〜
55
は
、
便
宜
の
た
め
『
慶
元
條
法

事
類
』
に
文
書
令
が
登
場
す
る
順
に
重
複
（
９
と
38
な
ど
）
を
避
け
ず
振
っ
た

番
號
で
あ
る
。

卷
三
二
財
用
門
「
點
磨
隱
陷
」
に
見
え
る
文
書
令
45
〜
53
の
う
ち
、
46
以
降

は
文
書
令
で
は
な
く
賞
令
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
う
ち
、
後
述
の
よ
う
に

52
・
53
は
明
ら
か
に
賞
令
で
あ
る
が
、
更
に
隱
落
を
見
出
し
た
者
へ
の
褒
賞
を

論
じ
た
政
和
の
議
論
に
も
登
場
す
る
50
〜
52
を
含
め
、
46
〜
53
は
等
し
く
帳
・

簿
曆
に
つ
い
て
の
規
定
で
は
な
く
根
磨
、
驅
磨
點
檢
、
審
磨
に
よ
っ
て
錢
物
の

隱
落
・
失
陷
を
見
出
し
た
場
合
の
公
吏
等
へ
の
給
賞
が
主
眼
で
あ
り
、
や
は
り

賞
令
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
推
賞
・
給
賞
を
內
容
と
す
る
令
は
、
す
べ
て
と

は
言
わ
な
い
ま
で
も
ほ
ぼ
賞
令
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
文
書
令
に
は
他
に
見
ら

れ
な
い
。
45
は
帳
・
簿
曆
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
の
書
類
手
續
に
つ
い
て
定
め

て
お
り
、
こ
れ
は
文
書
令
で
あ
ろ
う
か
ら
、
46
の
前
に
「
賞
令
」
と
の
記
載
が

抜
け
て
い
る
の
か
と
推
察
さ
れ
る
。

本
譯
は
靜
嘉
堂
本
『
慶
元
條
法
事
類
』
新
文
豐
出
版
公
司
、
一
九
七
六
（
以

下
、
靜
嘉
堂
本
）
を
底
本
と
し
、
楊
一
凡
・
田
濤
總
編
、
戴
建
國
點
校
『
慶
元

條
法
事
類
』（
中
國
珍
稀
法
律
典
籍
）
黑
龍
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
（
以
下
、

中
國
珍
稀
法
律
典
籍
本
）
を
適
宜
參
照
し
た
。
中
央
圖
書
館
本
（
以
下
、
中
圖

本
）、
中
國
珍
稀
法
律
典
籍
本
の
底
本
で
あ
る
燕
京
大
學
本
（
以
下
、
燕
京

本
）
と
の
異
同
は
靜
嘉
堂
本
所
收
王
德
毅
「
關
於
「
慶
元
條
法
事
類
」」（
八
〜

二
一
頁
）、
吉
田
寅
『「
慶
元
條
法
事
類
」
諸
本
對
校
表
（
稿
）』
立
正
大
學
東

1

慶
元
文
書
令
譯
註
稿
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洋
史
研
究
室
、
一
九
九
二
、
中
國
珍
稀
法
律
典
籍
本
各
該
當
個
所
に
よ
っ
た
。

原
文
雙
行
細
字
註
は
（　

）
に
入
れ
、
異
體
字
は
適
宜
正
字
と
し
、
數
字
の
大

字
（
壹
、
貳
、
什
…
）
は
小
字
（
一
、二
、十
…
）
に
し
た
。
靜
嘉
堂
本
で
明
ら

か
に
誤
り
と
見
ら
れ
る
字
は
、
後
に
掲
げ
た
【
原
文
】
に
於
い
て
傍
線
を
引
き

〔　

〕
で
正
し
い
字
を
入
れ
た
。

な
お
、
以
下
の
略
稱
を
用
い
る
。

『
慶
元
條
法
事
類
』
＝
『
事
類
』

『
宋
會
要
輯
稿
』
＝
『
宋
會
要
』

『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
＝
『
長
編
』

【
譯
註
】

１　

諸
て
廟
諱
・
舊
諱
（
舊
諱
內
二
字
、
連
用
せ
ば
犯
と
爲
す
。

文
連
な
る
と
雖
も
而
し
て
意
相
屬
せ
ざ
る
が
若
き
は
非
）・
御

名
を
犯
さ
ば
改
避
す
。
餘
字
（
式
に
有
る
所
を
謂
う
）
他
音

（
角
徵
の
類
が
如
き
を
謂
う
）
有
り
、
及
び
經
傳
子
史
に
兩
音

有
る
は
、
通
じ
て
用
い
る
を
許
す
（「
金
作
贖
刑
」、
其
の
贖
字

を
一
に
石
欲
切
に
作
る
が
如
き
の
類
を
謂
う
）
も
、
正
字
皆
な

之
れ
を
避
く
。
書
籍
及
び
舊
事
を
傳
錄
す
る
が
如
き
は
、
爲
字

不
成
。
御
名
は
易
う
る
に
他
字
を
以
て
す
。

「
廟
諱
」
先
代
ま
で
の
皇
帝
の
諱
。

「
舊
諱
」
皇
帝
が
改
名
す
る
前
の
諱
。
宋
朝
で
は
避
諱
の
對
象
と
な
っ
た
。
大

中
祥
符
二
年
、
眞
宗
は
太
宗
の
藩
邸
の
舊
諱
の
二
字
連
用
、
音
同
異
字
を

避
け
る
よ
う
詔
し
、
寶
元
元
年
に
は
眞
宗
、
治
平
元
年
に
は
仁
宗
の
舊
名

の
連
用
が
禁
じ
ら
れ
、
後
に
著
し
て
文
書
令
と
な
っ
た
（『
宋
會
要
』
儀

制
一
三
―
一
三
「
廟
諱
」
大
中
祥
符
二
年
六
月
二
十
四
日
、『
宋
大
詔
令

集
』
卷
二
「
太
宗
藩
邸
諱
不
避
詔
」、『
長
編
』
卷
八
四
大
中
祥
符
八
年
六

月
甲
子
、『
愧
郯
錄
』
卷
二
「
舊
諱
訓
名
」。
文
書
令
の
成
立
が
い
つ
か
は

不
明
）。
紹
興
文
書
令
に
は
太
宗
・
仁
宗
・
英
宗
・
神
宗
の
二
字
の
舊
諱

は
連
用
を
許
さ
ず
、
廟
諱
の
正
字
は
避
け
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る

（『
宋
會
要
』
儀
制
一
三
―
一
九
「
廟
諱
」
嘉
定
十
三
年
十
月
五
日
）。
な

お
一
文
字
で
も
避
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
含
光
殿
は
光
字
が
太
宗
の
舊

名
に
含
ま
れ
、
含
光
殿
は
常
用
の
稱
の
た
め
文
書
で
偶
々
犯
す
恐
れ
あ
り

と
し
て
、
大
中
祥
符
八
年
六
月
の
殿
名
・
門
名
改
定
の
際
に
會
慶
殿
と
改

め
ら
れ
た
（『
宋
會
要
』
儀
制
一
三
―
一
四
「
廟
諱
」
大
中
祥
符
八
年
六

月
十
五
日
、『
長
編
』
卷
八
四
大
中
祥
符
八
年
六
月
甲
子
、『
宋
大
詔
令
集
』

卷
一
七
九
「
改
殿
名
門
名
詔
」）。

「
御
名
」
今
上
・
在
世
の
皇
帝
の
諱
。『
事
類
』
後
出
の
慶
元
文
書
式
で
は
在

世
の
光
宗
及
び
今
上
の
寧
宗
の
諱
を
記
す
。

「
式
」『
事
類
』
後
出
慶
元
文
書
式
に
聖
祖
の
諱
（
元
朗
）
で
あ
る
元
の
胡
涓

切
に
相
當
す
る
懸
、
縣
、
䮄
以
下
一
九
文
字
、
朗
の
盧
黨
切
に
相
當
す
る

俍
、
峎
、
樃
以
下
二
〇
文
字
、
太
祖
の
諱
匡
の
去
王
切
に
相
當
す
る
筐
、

眶
、
恇
以
下
一
八
文
字
な
ど
、
孝
宗
に
至
る
ま
で
の
歴
代
皇
帝
の
諱
、
太

2
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宗
〜
孝
宗
の
舊
諱
、
今
上
の
御
名
（
光
宗
）
の
反
切
、
及
び
同
じ
反
切
の

字
を
列
舉
し
て
い
る
。『
禮
部
韻
略
』
に
も
今
上
理
宗
ま
で
の
同
じ
文
書

式
が
あ
る
。

「
他
音
」「
兩
音
」
宋
代
に
は
諱
字
を
諱
と
異
な
っ
た
音
で
讀
め
ば
避
諱
し
た

こ
と
に
な
っ
た
。
例
と
し
て
、
趙
匡
胤
の
高
祖
父
・
僖
祖
趙
朓
の
朓
は
上

聲
・
土
了
切
で
あ
っ
た
が
朓
字
に
は
な
お
平
聲
・
他
凋
切
が
あ
り
、
義
に

お
い
て
害
な
し
と
し
て
平
聲
に
從
う
こ
と
と
な
っ
た
（『
宋
朝
事
實
』
卷

一
「
祖
宗
世
次
」。『
宋
會
要
』
儀
制
一
三
―
一
三
「
廟
諱
」
大
中
祥
符
五

年
七
月
二
日
條
の
晁
迥
等
の
言
で
は
去
聲
に
從
う
と
す
る
が
平
聲
の
誤
で

あ
ろ
う
）。

「
角
徵
の
類
が
如
き
」
前
項
文
書
式
に
列
舉
せ
ら
れ
る
諸
字
の
う
ち
、
他
音

（
徴
に
知
鷹
切
、
蒸
韻
と
知
矣
切
、
紙
韻
が
あ
る
な
ど
。
曹
松
林
「
小
義

“
正
月
”
讀
音
“
征
月
”
爲
秦
諱
」『
學
術
研
究
』
一
九
八
二
―
四
）
あ
る

場
合
。
な
お
、
宮
商
角
徵
羽
の
音
階
で
聲
調
を
表
す
こ
と
も
あ
っ
た
が

（
何
九
盈
『
中
國
古
代
語
言
學
史
』
河
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
、八
五

～
八
六
頁
）、
こ
こ
で
は
角
と
徵
（『
禮
部
韻
略
』・『
事
類
』
所
載
の
慶
元

文
書
式
に
は
、
陟
盈
切
の
仁
宗
諱
禎
と
同
音
・
他
音
が
あ
る
文
字
と
し
て

列
舉
さ
れ
た
中
に
、
徵
も
あ
る
）
に
そ
れ
ぞ
れ
複
數
音
が
あ
っ
た
こ
と
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
金
作
贖
刑
」『
尚
書
』
舜
典
。
孫
奭
『
律
音
義
』
に
「
贖
石
欲
切
。
又
音
樹
」

と
あ
り
、
贖
字
に
は
二
音
あ
っ
た
。

「
爲
字
不
成
」
諱
の
末
筆
を
缼
す
る
こ
と
（
向
輝
「
古
代
避
諱
“
爲
字
不
成
”

小
考
」『
文
津
學
志
』
二
〇
一
三
―
六
）。

１
〜
３
の
三
條
は
、『
禮
部
韻
略
』
に
紹
煕
重
修
文
書
令
と
し
て
見
え
る
。

な
お
、
四
庫
全
書
本
と
異
な
り
、
紹
定
庚
寅
上
巳
重
刋
の
同
書
に
載
せ
る
「
淳

煕
重
修
文
書
式
」
は
廟
諱
に
寧
宗
諱
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
今
上
皇
帝
御
名
と

し
て
理
宗
の
諱
・
舊
名
を
掲
げ
る
か
ら
、
こ
れ
は
紹
定
間
の
格
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
令
に
關
し
て
は
次
條
に
述
べ
る
秀
安
僖
王
諱
以
外
は
紹
定
本
も
同
じ
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
慶
元
文
書
令
は
紹
定
に
至
る
ま
で
變
わ
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

２　

諸
て
濮
安
懿
王
・
秀
安
僖
王
の
諱
を
犯
す
は
改
避
す
。
書

籍
及
び
舊
事
を
傳
錄
す
る
が
若
き
は
、
皆
な
爲
字
不
成
と
す
。

其
の
濮
安
懿
王
の
諱
、
眞
宗
皇
帝
の
謚
號
內
に
在
る
は
避
け
ず
、

應
に
奏
す
べ
き
は
、
黃
紙
を
以
て
之
れ
を
覆
う
。

「
濮
安
懿
王
」
英
宗
の
實
父
趙
允
讓
。『
事
類
』
卷
三
「
名
諱
」
文
書
式
に
「
濮

安
懿
王
諱　

讓
」
と
あ
る
。
治
平
三
年
正
月
五
日
に
中
書
門
下
の
奏
に
よ

り
濮
安
懿
王
名
下
一
字
を
避
け
る
こ
と
と
な
っ
た
（『
宋
會
要
』
禮
四
〇

―
八
「
濮
安
懿
王
園
廟
」
同
日
、『
愧
郯
錄
』
卷
一
「
崇
政
改
諡
」）。
本

文
に
眞
宗
皇
帝
の
謚
號
內
に
在
る
を
避
け
る
と
は
讓
字
を
云
う
。

「
秀
安
僖
王
」
孝
宗
の
實
父
趙
子
偁
。
同
文
書
式
に
「
秀
安
僖
王
諱　

偁
」
と

あ
る
。
前
註
治
平
三
年
の
決
定
に
な
ら
っ
て
紹
煕
元
年
、
秀
安
僖
王
に
つ

い
て
も
そ
の
諱
を
避
け
る
こ
と
と
な
っ
た
（『
宋
會
要
』
禮
四
〇
―
一
三

3
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「
秀
安
僖
王
園
廟
」
紹
煕
元
年
三
月
二
十
七
日
）

濮
議
で
そ
の
地
位
が
問
題
と
な
っ
た
前
項
の
濮
王
の
諱
は
、
文
書
令
に
お
い

て
は
廟
諱
に
入
れ
ず
獨
立
さ
せ
る
こ
と
で
解
決
が
圖
ら
れ
、
孝
宗
の
實
父
で
あ

る
秀
安
僖
王
も
同
樣
で
あ
っ
た
。
な
お
、『
禮
部
韻
略
』
に
載
せ
る
紹
煕
重
修

敕
令
格
式
の
文
書
令
は
本
條
と
類
似
し
て
い
る
も
の
の
濮
安
懿
王
を
載
せ
秀
安

僖
王
は
載
せ
て
い
な
い
。
一
方
で
『
宋
會
要
』
儀
制
一
三
―
一
二
政
和
五
年
七

月
八
日
條
に
は
『
金
玉
新
書
』
と
し
て
本
條
と
同
文
を
引
き
秀
安
僖
王
も
載
せ

る
。
仁
井
田
陞
は
こ
こ
か
ら
『
金
玉
新
書
』
が
孝
宗
期
の
乾
道
敕
令
格
式
に
來

源
す
る
と
す
る
と
し
た
が
、
戴
建
國
氏
は
、
秀
安
僖
王
の
避
諱
は
紹
煕
に
は
ま

だ
單
行
敕
に
過
ぎ
ず
、
紹
煕
重
修
敕
令
格
式
に
は
編
入
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性

も
あ
る
と
し
て
仁
井
田
說
を
排
す
る
（
戴
建
國
『
宋
代
法
制
初
探
』
黑
龍
江
人

民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
、一
一
四
頁
）。

３　

諸
て
文
書
、
黃
帝
の
名
を
援
引
す
る
を
指
斥
す
る
を
得
ず
。

經
史
・
舊
文
は
則
ち
避
け
ず
（
如
し
車
に
從
い
干
に
從
う
を
用

て
、
帝
字
或
い
は
后
字
と
與
も
に
相
連
し
、
幷
び
に
文
義
應
に

黃
帝
の
名
を
指
す
べ
き
に
係
る
は
、
並
び
に
令
し
迴
避
せ
し
む

る
も
、
自
餘
の
軒
冕
・
軒
輊
・
轘
轅
の
類
の
如
き
は
卽
ち
合
に

迴
避
せ
ず
）。

「
黃
帝
」
大
中
祥
符
五
年
十
月
戊
午
、
眞
宗
の
も
と
に
聖
祖
が
現
れ
、
後
唐
の

時
黃
帝
が
降
り
趙
氏
の
族
を
主
っ
た
こ
と
を
告
げ
た
た
め
、
閏
十
月
己
巳
、

眞
宗
は
聖
祖
名
の
玄
・
朗
を
犯
さ
ぬ
よ
う
、
七
年
六
月
己
卯
に
は
內
外
文

字
に
お
い
て
黃
帝
名
の
軒
轅
を
闕
筆
と
す
る
よ
う
詔
し
、
以
來
宋
一
代
軒

轅
は
闕
筆
と
さ
れ
た
（『
長
編
』
卷
七
九
大
中
祥
符
五
年
十
月
戊
午
、
閏

十
月
己
巳
、
卷
八
二
大
中
祥
符
七
年
六
月
乙
卯
。
錢
大
昕
『
十
駕
齋
養
新

錄
』
卷
七
「
宋
人
避
軒
轅
字
」、
王
新
華
『
避
諱
研
究
』
二
〇
〇
七
、四
二

頁
參
照
）。

４　

諸
州
の
造
帳
司
、
司
理
・
司
法
參
軍
一
員
を
選
び
之
れ
を

掌
ら
し
む
（
闕
は
卽
ち
本
と
差
出
し
得
る
文
臣
內
の
選
に
於
い

て
す
）。

「
造
帳
司
」
州
軍
に
置
か
れ
、
帳
簿
の
管
理
を
行
っ
た
司
。
楊
芳
「
宋
代
州
縣

倉
管
理
制
度
初
探
」『
首
都
師
範
大
學
學
報
』（
社
會
科
學
版
）
二
〇
一
五

―
一
は
「
州
縣
倉
に
は
み
な
簿
曆
を
置
き
、
倉
糧
の
出
入
を
登
錄
す
る
。

定
期
的
に
上
級
部
門
に
倉
務
を
報
告
し
…
…
故
に
州
軍
に
は
別
に
造
帳

司
・
磨
勘
司
を
設
け
、
帳
狀
の
編
纂
・
審
核
を
主
る
」
と
す
る
。

樣
々
な
官
、
官
署
に
つ
い
て
の
規
定
集
で
あ
る
職
制
門
「
職
掌
」
に
は
職
制

令
な
ど
が
多
く
、
本
條
は
唯
一
の
文
書
令
で
あ
る
が
、
造
帳
司
に
つ
い
て
規
定

し
た
法
條
と
し
て
「
職
掌
」
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

５　

諸
臣
僚
上
殿
奏
事
、
三
劄
を
過
る
を
許
さ
ず
（
仍
お
虛
冗

の
辭
を
用
い
る
を
得
ず
）。
卽
だ
軍
國
の
利
害
・
事
體
重
き
は
、

4
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此
の
令
に
拘
ら
ず
。

「
軍
國
」
も
と
「
運
國
」。
中
國
珍
稀
法
律
典
籍
本
四
五
頁
は
、「
燕
京
本
校
勘

記
」
が
原
本
「
運
國
」
を
「
建
國
」
に
改
め
て
い
る
と
し
て
そ
れ
に
從
っ

て
い
る
が
、
次
に
見
る
『
宋
會
要
』
儀
制
七
―
三
二
「
章
奏
」
淳
煕
十
五

年
十
一
月
十
四
日
條
そ
の
他
諸
事
例
か
ら
す
る
に
、「
運
國
」
は
「
軍
國
」

の
誤
で
あ
ろ
う
。

淳
煕
十
五
年
十
一
月
十
三
日
孝
宗
は
、
上
殿
の
官
の
論
に
く
だ
ら
な
い
も
の

が
多
い
か
ら
「
自
今
只
だ
三
劄
を
用
い
ん
」
と
曰
い
、
翌
十
四
日
に
は
臣
僚
の
、

輪
對
・
辭
見
の
際
に
細
微
に
渉
っ
て
多
く
の
剳
子
を
出
し
、
獻
說
を
功
と
す
る

も
の
が
多
い
た
め
「
自
今
輪
對
及
び
辭
見
、
並
び
に
三
劄
を
過
る
を
許
さ
ず
、

軍
國
の
利
害
・
事
大
き
く
體
重
き
は
、
此
れ
に
拘
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
乞
う
」
と

の
上
言
に
從
っ
た
（『
宋
會
要
』
儀
制
七
―
三
二
「
章
奏
」
淳
煕
十
五
年
十
一

月
十
四
日
）。
ま
た
『
宋
會
要
』
儀
制
七
―
三
三
「
章
奏
」
紹
興
三
年
三
月

二
十
六
日
條
に
は
「
昨
日
莫
叔
光
奏
事
し
、
今
後
臣
僚
上
殿
奏
事
、
三
劄
を
過

ぐ
る
を
許
さ
ざ
る
を
乞
う
。
但
だ
外
來
の
曾
て
州
郡
を
作
す
が
如
き
の
人
僅
に

一
次
の
上
殿
を
得
、
些
事
を
論
ぜ
ん
と
要も
と

む
る
も
、
若
し
限
る
に
以
て
三
劄
と

せ
ば
、
其
の
所
懷
を
盡
さ
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
寧
ぞ
是
れ
直
截
に
論
事
す
る

を
教
う
る
に
、
作
文
少
な
か
り
せ
ば
、
須
く
は
限
る
に
數
目
を
以
て
せ
ざ
る
べ

し
」
と
の
皇
帝
の
言
が
あ
る
。
莫
叔
光
の
奏
事
は
『
寶
慶
會
稽
續
志
』
卷
六
進

士
、
李
由
民
『
宋
人
生
卒
行
年
考
』
二
〇
一
〇
、二
六
六
頁
な
ど
か
ら
、
孝
宗

期
〜
光
宗
紹
煕
頃
で
あ
り
、『
宋
會
要
』
の
紹
興
は
紹
煕
の
誤
と
推
察
さ
れ
る
が
、

こ
の
三
剳
の
限
を
緩
和
す
べ
し
と
い
う
上
言
は
慶
元
令
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。

６　

諸
て
奉
使
の
印
記
を
給
せ
ず
し
て
文
書
應
に
印
す
べ
き
は
、

所
在
の
官
司
に
就
き
て
借
用
す
。

「
奉
使
」
雜
流
に
て
補
授
さ
れ
た
武
官
。『
宋
史
』
卷
一
五
八
選
舉
志
に
「
建

炎
兵
興
、
雜
流
補
授
の
者
衆
し
。
上
書
獻
策
と
曰
い
、
勤
王
と
曰
い
、
守

禦
と
曰
い
、
捕
盜
と
曰
い
、
奉
使
と
曰
う
有
り
、
其
の
名
一
な
ら
ず
、
皆

な
閫
帥
假
に
便
宜
承
製
の
權
、
以
て
擅
に
除
擢
す
」
と
あ
る
。
ま
た
片
岡

一
忠
氏
は
、
奉
使
印
は
「
特
命
を
帯
び
て
派
遣
さ
れ
た
官
員
に
限
定
的
に

給
付
さ
れ
た
、
身
分
保
證
書
」
で
あ
り
、
神
宗
時
期
に
慶
元
令
に
つ
な
が

る
奉
使
印
の
規
定
が
定
め
ら
れ
た
と
說
明
す
る
（
片
岡
一
忠
『
中
國
官
印

制
度
研
究
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
八
、一
二
三
〜
一
二
五
頁
）。
奉
使
官
に

は
第
一
〜
三
等
ま
で
が
あ
り
（『
事
類
』
卷
五
職
制
門
「
奉
使
」
吏
卒
格
）、

第
二
等
以
上
に
は
印
、
以
下
に
は
銅
朱
記
を
給
す
る
と
定
め
た
職
制
令
が

あ
る
が
（
同
「
奉
使
」）、
本
條
の
內
容
は
こ
と
に
文
書
へ
の
押
印
を
規
定

し
て
い
る
た
め
、
文
書
令
に
配
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

44
に
同
じ
。
文
書
の
印
に
つ
い
て
唐
令
で
は
公
式
令
に
少
々
見
ら
れ
る
程
度

で
あ
る
が
（
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
六
四
、

五
七
八
頁
等
）、
印
記
と
い
う
觀
點
か
ら
こ
れ
ら
關
連
法
條
を
一
つ
に
ま
と
め

た
『
事
類
』
卷
一
七
文
書
門
「
給
納
印
記
」
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
に
見
え
る
條
文

5
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は
こ
の
６
（
44
同
じ
）
の
文
書
令
ほ
か
、
職
制
敕
、
雜
敕
、
詐
欺
敕
（
旁
照

法
）、
職
制
令
、
軍
防
令
、
倉
庫
令
、
場
務
令
、
服
制
令
な
ど
多
く
の
篇
目
に

渉
っ
て
い
る
。「
類
を
以
て
相
い
從
い
、
省
覽
に
便
た
る
」（『
格
式
律
令
事
類
』

に
つ
い
て
、『
舊
唐
書
』
卷
五
〇
「
刑
法
」）
こ
と
を
旨
と
し
た
事
類
が
必
要
で

あ
っ
た
所
以
で
あ
る
。

７　

諸
て
內
外
命
官
の
得
替
（
應
に
文
帳
を
供
造
す
る
を
主
管

す
べ
き
を
謂
う
）、
入
限
な
る
も
未
だ
文
帳
を
供
せ
ざ
る
有
ら

ば
、
須
ら
く
造
畢
す
る
を
候
ち
、
乃
ち
批
書
し
離
任
す
る
を
聽

す
。

「
得
替
」
差
遣
の
一
資
を
滿
た
し
任
を
終
え
る
こ
と
。
龔
延
明
『
宋
代
官
制
辭

典
（
增
補
版
）』
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
、七
〇
九
頁
「
成
資
」
の
項
に
、

文
臣
京
朝
官
・
武
臣
堂
除
の
差
遣
は
、「
二
年
を
以
て
得
替
4

4 

（
代
還
）
し
、

“
成
資
”
と
稱
す
る
」（
傍
點
青
木
）
と
あ
り
、
內
河
久
平
「
宋
初
守
選
人

に
つ
い
て
―
―
「
選
」
の
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
」『
中
嶋
敏
先
生
古
稀
記
念

論
集
』（
上
）
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇
頁
に
「
得
替
4

4

卽
ち
任
期
を
了
え
た

幕
職
州
縣
官
に
は
守
選
を
免
じ
て
い
る
」（
同
）
と
あ
る
。

「
文
帳
」
廣
く
帳
簿
を
い
う
。
こ
と
に
兩
稅
の
形
勢
戸
內
の
文
帳
に
つ
い
て
は

柳
田
節
子
『
宋
元
鄕
村
制
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
六
、三
五
二
頁
、

梅
原
郁
「
宋
代
の
形
勢
と
官
戸
」『
東
方
學
報
』（
京
都
）
六
〇
、

一
九
八
八
、四
〇
四
頁
等
。

８　

諸
て
軍
機
邊
防
文
字
に
干
る
は
、
所
屬
並
び
に
下
司
す
る

を
得
ず
。

「
軍
機
邊
防
文
字
」
邊
防
の
軍
機
に
關
す
る
事
項
。

長
官
の
離
任
に
伴
う
、
皇
帝
か
ら
長
官
へ
の
軍
機
命
令
の
取
り
扱
い
が
神
宗

期
以
降
に
北
邊
で
問
題
と
な
っ
た
。
煕
寧
こ
ろ
陝
西
沿
邊
の
五
路
經
略
安
撫
使

に
奏
文
を
下
級
官
廳
に
下
す
こ
と
が
な
い
よ
う
旨
あ
り
（『
長
編
』
卷
二
八
三

煕
寧
十
年
七
月
己
未
）、
元
祐
五
年
に
は
、
北
界
に
奉
使
し
た
蘇
轍
が
、
こ
れ

ら
文
章
が
多
く
北
に
漏
れ
て
い
る
と
し
て
取
締
法
を
提
案
し
（『
宋
會
要
』
刑

法
二
―
三
八
「
禁
約
」
元
祐
五
年
七
月
二
十
五
日
、『
長
編
』
卷
四
四
五
元
祐

五
年
七
月
戊
子
）、
六
年
に
は
皇
帝
か
ら
邊
臣
に
直
接
下
さ
れ
た
機
密
書
類
を

異
動
の
際
に
下
級
官
廳
に
下
す
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
背
景
に
は
大
軍
を
動
か

す
に
あ
た
り
御
前
降
下
さ
れ
た
軍
期
機
速
の
金
字
牌
文
字
な
ど
を
收
掌
し
た
邊

臣
が
異
動
す
る
際
、
後
任
に
は
引
き
繼
が
れ
ず
そ
の
根
據
が
失
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
（『
宋
會
要
』
兵
二
八
―
三
四
「
備
邊
二
」
元
祐
六
年
十
二
月

二
十
四
日
、『
長
編
』
卷
四
六
八
元
祐
六
年
十
二
月
戊
寅
）。
こ
う
し
た
流
れ
を

受
け
、
最
終
的
に
靖
康
元
年
に
「
詔
し
、
應お
よ

そ
邊
防
文
字
、
所
屬
は
並
に
下
司

す
る
を
得
ず
」（『
宋
會
要
』
兵
二
九
―
八
「
備
邊
」
靖
康
元
年
九
月
二
十
三

日
）
と
本
條
の
內
容
の
詔
敕
が
發
さ
れ
た
。

９　

諸
て
制
敕
を
受
け
應
に
翻
錄
し
行
う
べ
き
は
、
給
書
の
寫

程
、
急
速
は
當
日
、
百
紙
に
滿
つ
る
は
一
日
、
二
百
紙
以
上
は
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二
日
を
限
り
、
二
百
紙
每
に
一
日
を
加
う
。
非
急
速
は
各
の
一

日
を
加
う
。
餘
の
文
書
、
各
の
制
敕
を
加
う
る
は
一
日
を
限
る
。

加
う
る
所
多
き
と
雖
も
、
制
敕
は
五
日
を
過
ぐ
る
を
得
ず
。
餘

の
文
書
は
十
日
を
過
ぐ
る
を
得
ず
。
卽も
し

軍
務
急
速
な
ら
ば
紙
數

を
以
て
せ
ず
、
皆
な
當
日
を
限
り
て
發
出
す
。

「
翻
錄
」
謄
寫
。
下
記
唐
公
式
令
で
は
鈔
に
相
當
す
る
。

「
寫
程
」
書
寫
に
要
す
る
程
期
。
日
本
令
に
あ
る
寫
程
に
つ
い
て
井
上
光
貞
ほ

か
『
律
令
』（
日
本
思
想
大
系
三
）
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
、三
九
八
頁
參

照
。

『
唐
六
典
』
な
ど
に
は
尚
書
省
の
施
行
せ
る
制
敕
の
鈔
程
と
し
て
二
百
紙
以

下
を
二
日
に
限
る
な
ど
本
條
と
略
同
の
規
定
が
見
ら
れ
、
仁
井
田
陞
氏
は
こ
れ

を
唐
公
式
令
復
元
に
用
い
て
い
る
（
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』（
覆
刻
）
東
京

大
學
出
版
會
、
一
九
六
四
、五
九
八
〜
六
〇
〇
頁
）。
な
お
38
は
本
條
に
同
じ
で

あ
る
が
小
字
を
用
い
る
。

10　

諸
て
制
敕
を
翻
錄
す
る
は
、
其
の
紙
に
黃
を
用
う
（
須
く

粉
藥
無
し
）。
奏
御
の
文
書
、
屑
骨
若
し
く
は
竹
紙
・
牋
紙
を

用
い
る
を
得
ず
。

「
竹
紙
」
會
稽
で
よ
く
産
し
、
建
炎
・
紹
興
以
前
に
は
、
書
柬
往
來
に
よ
く
使

わ
れ
た
が
、
後
に
は
書
簡
が
廃
さ
れ
て
必
ず
楮
紙
を
用
い
る
劄
子
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。『
嘉
泰
會
稽
志
』
卷
一
七
「
紙
」
に
竹
紙

の
こ
と
と
し
て
「
建
炎
紹
興
以
前
、
書
柬
の
往
來
、
率
ね
多
用
す
。
後
に

書
簡
を
忽
廢
し
て
劄
子
を
用
う
る
も
劄
子
必
ず
楮
紙
を
以
て
す
。
故
に
竹

紙
を
賣
る
者
は
稍
く
售
せ
ず
」
と
あ
る
。
元
の
呂
宗
傑
『
書
經
補
遺
』
卷

三
「
紙
記
」、
費
著
『
蜀
牋
譜
』
な
ど
で
は
楮
皮
の
紙
な
ど
が
最
も
柔
韌

滑
澤
、
竹
・
草
・
麻
の
紙
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
染
色
し
た
も
の
を
箋
紙
と
い

う
、
な
ど
と
あ
る
。

「
牋
紙
」
或
い
は
箋
紙
、
文
章
を
書
き
付
け
る
紙
。『
宋
會
要
』
七
―
二
〇
儀

制
「
章
奏
」
大
中
祥
符
八
年
四
月
二
十
一
日
條
に
は
「
禮
儀
院
言
う
「
臣

僚
進
る
所
の
章
表
文
字
、
闊
幅
大
紙
も
て
脩
寫
せ
し
む
る
を
許
さ
ず
。
近

日
、
中
外
頗
る
約
束
を
違
わ
ば
、
閤
門
・
御
史
臺
・
進
奏
院
に
令
し
て
申

戒
し
、
常
程
の
表
紙
・
三
抄
の
西
川
麻
紙
を
用
い
る
を
除
き
て
の
外
、
更

に
別
に
展
樣
の
大
紙
・
牋
紙
・
屑
紙
を
用
い
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
を
望

む
」
と
。
之
れ
に
從
う
」
と
北
宋
か
ら
大
紙
・
屑
紙
と
と
も
に
こ
れ
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

「
須
く
粉
藥
無
し
」
中
國
珍
稀
法
律
典
籍
本
は
本
文
と
す
る
が
原
文
は
雙
行
細

字
註
で
あ
る
。『
賓
退
錄
』
卷
二
に
當
時
臨
安
で
は
蠲
紙
と
い
っ
て
漿
粉

を
以
て
紙
を
つ
る
つ
る
に
し
た
と
あ
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
禁
じ
た
の

で
あ
ろ
う
。

傳
統
的
に
、
皇
帝
の
發
す
る
文
書
、
進
士
及
第
者
の
リ
ス
ト
な
ど
、
皇
帝
に

關
わ
る
樣
々
な
文
書
に
黃
紙
が
用
い
ら
れ
た
。
大
庭
脩
氏
に
よ
れ
ば
晉
代
に
は

書
寫
材
料
と
し
て
木
と
紙
と
が
並
存
し
て
い
た
が
「
ほ
ぼ
東
晉
末
ま
で
の
資
料
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に
よ
る
と
、
材
料
か
ら
い
え
ば
紙
の
方
が
木
よ
り
も
よ
り
重
要
な
事
に
用
い
ら

れ
、
紙
の
中
で
は
黃
紙
の
方
が
白
紙
よ
り
も
よ
り
重
要
な
こ
と
に
用
い
ら
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
」、「
木
は
紙
に
劣
り
、
白
は
黃
に
劣
る
と
い
う
從
來
の

觀
念
が
南
朝
人
に
あ
っ
た
」
と
い
う
（
大
庭
脩
二
〇
〇
三
『
唐
告
身
と
日
本
古

代
の
位
階
制
』
伊
勢
・
皇
皐
館
出
版
部
、
一
一
頁
）。
黃
紙
の
製
法
・
性
質
な

ど
に
つ
い
て
島
尾
永
康
『
中
國
化
學
史
（
普
及
版
） 

』（
科
學
史
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
）
朝
倉
書
店
、
二
〇
〇
五
、二
二
〇
頁
に
詳
し
い
。

11　

諸
て
赦
書
・
德
音
を
翻
錄
す
る
は
、
其
の
紙
に
黃
を
用
う

（
須
く
粉
藥
無
し
）。

12　

諸
て
制
敕
・
赦
書
・
德
音
を
翻
錄
す
る
は
、
其
の
紙
に
黃

を
用
う
（
須
く
粉
藥
無
し
）。
奏
御
の
文
書
及
び
帳
籍
・
獄
案

は
、
屑
骨
若
し
く
は
竹
紙
・
牋
紙
を
用
い
る
を
得
ず
。

「
帳
籍
」
五
等
丁
産
簿
な
ど
の
戸
籍
。
高
橋
芳
郎
『
宋
代
中
國
の
社
會
と
法

制
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
の
第
二
章
「
宋
代
官
田
の
所
謂
佃
權
に
つ
い

て
―
―
そ
の
實
體
と
歴
史
的
位
置
」
に
詳
し
い
。

「
獄
案
」
裁
判
の
書
類
。
唐
賊
盗
敕
の
「
重
害
文
書
、
加
一
等
」
に
對
す
る
註

「
重
害
、
謂
徒
罪
以
上
獄
案
及
婚
姻
、
良
賤
、
勳
賞
、
黜
陟
、
授
官
、
除

免
之
類
」
の
獄
案
を
、『
譯
註
日
本
律
令
』
七
〈
唐
律
疏
義
譯
註
篇
三
〉

東
京
堂
、
一
九
八
七
、一
六
六
頁
で
は
「
判
決
原
案
」、
井
上
前
掲
書
、

一
〇
二
頁
は
「
判
決
の
案
文
」
と
す
る
。

13　

諸
事
、
應
に
奏
請
す
べ
き
は
、
皆
な
表
狀
を
爲
し
、
輒
り

に
三
省
樞
密
院
に
申
す
る
を
得
ず
。
其
の
公
事
を
奏
陳
す
る
は
、

皆
な
直
ち
に
事
狀
を
述
す
。
名
件
同
じ
か
ら
ず
應
に
所
屬
に
分

送
す
べ
き
に
し
て
一
宗
の
事
に
非
る
が
若
き
は
、
同
に
一
狀
を

爲
す
を
得
ず
。
卽
ち
上
表
の
事
多
く
表
內
に
盡
く
は
論
ず
可
か

ら
ざ
れ
ば
、
表
前
に
畫
一
條
析
す
。

14　

諸
て
臣
僚
上
殿
或
は
前
宰
相
・
執
政
官
及
び
外
官
の
軍
機

密
速
を
奏
す
る
は
劄
子
を
用
い
る
を
聽
す
。

「
軍
機
密
速
」
危
急
の
軍
機
。
扱
い
が
嚴
格
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、『
事
類
』

卷
八
職
制
門
「
漏
泄
傳
報
」
職
制
敕
に
は
「
諸
て
軍
機
密
速
文
書
、
合
處

に
於
て
せ
ず
投
下
せ
ば
、
杖
一
百
」
と
あ
る
。

15　

諸
文
書
の
奏
御
す
る
は
、
寫
字
稍
ゝ
大
な
り
（
臣
名
は
小

書
す
）。
上
表
仍
お
每
行
十
八
字
を
過
ぐ
る
を
得
ず
。
皆
な
長

官
、
臣
名
を
以
て
其
の
背
縫
に
款
し
、
然
る
後
に
用
印
す
。
餘

の
文
書
の
印
無
く
ば
、
則
ち
判
す
る
所
の
者
之
れ
を
款
す
。

16　

諸
て
奏
事
機
密
に
涉
る
、
若
く
は
急
速
及
び
災
異
、
或
は
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妖
術
を
告
ぐ
る
、
若
く
は
獄
案
、
或
は
臣
僚
自
ら
陳
ぶ
る
所
有

る
（
身
事
を
敍
述
す
る
に
非
る
を
謂
う
）、
及
び
被
旨
し
事
狀

を
分
析
す
る
は
皆
な
實
封
も
て
し
、
餘
は
通
封
も
て
す
。
卽
ち

應
に
實
封
も
て
す
べ
か
ら
ず
し
て
實
封
せ
ば
、
所
屬
點
檢
舉
劾

し
、
臣
僚
陳
事
に
係
る
は
仍
お
繳
奏
す
。

「
實
封
」
慶
元
文
書
式
に
、
封
の
端
を
折
り
重
ね
て
封
し
、
兩
端
に
蓋
印
し
、

印
な
け
れ
ば
署
名
し
、
封
面
に
は
貼
黃
し
な
い
、
在
外
に
て
奏
す
る
場
合

に
は
「
係
機
密
」「
急
速
」
と
明
記
す
る
、
な
ど
實
封
、
次
條
に
あ
る
印

の
手
順
な
ど
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
（『
事
類
』
卷
一
六
文
書
門

「
文
書
」）。
早
く
宋
初
景
德
に
、
外
任
官
の
奏
狀
に
際
す
る
に
實
封
、
用

印
な
ど
を
求
め
る
詔
が
見
ら
れ
（『
宋
會
要
』
儀
制
七
―
二
〇
「
章
奏
」

景
德
四
年
九
月
）、
元
符
敕
令
に
は
機
密
、
邊
防
軍
政
な
ど
を
奏
す
る
に

實
封
を
用
い
る
法
令
が
あ
っ
た
（『
宋
會
要
』
儀
制
七
―
二
六
「
章
奏
」

崇
寧
元
年
九
月
十
九
日
）。
慶
元
令
も
そ
の
延
長
で
あ
ろ
う
。

17　

諸
て
奏
事
、
應
に
實
封
す
べ
き
に
し
て
印
無
き
は
、
文
書

及
び
內
外
封
面
須
く
一
手
に
寫
す
。

「
一
手
に
寫
す
」
同
じ
人
が
記
名
す
る
。
臣
僚
所
進
の
文
字
に
は
印
を
用
い
、

印
な
き
場
合
に
は
外
封
と
と
も
に
一
手
に
書
寫
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
が
、

宋
初
皇
祐
六
年
、
治
平
元
年
に
す
で
に
見
え
る
（『
宋
會
要
』
儀
制
七
―

二
三
「
章
奏
」
皇
祐
六
年
十
月
十
六
日
、
職
官
二
―
二
八
「
通
進
司
」
治

平
元
年
十
一
月
十
三
日
）。

18　

諸
て
文
書
、
應
に
奏
す
べ
く
し
て
邪
穢
に
涉
る
は
、
其
の

事
を
略
具
す
。
卽
ち
毒
藥
・
厭
魅
呪
詛
に
渉
る
、
或
い
は
邪
穢

甚
し
き
は
、
止
だ
尚
書
省
或
い
は
樞
密
院
に
申
す
。

本
條
の
內
容
は
す
で
に
元
祐
六
年
に
「
刑
部
言
う
、
文
書
の
應
に
奏
す
べ
く

し
て
穢
濫
に
涉
る
有
ら
ば
、
並
に
事
宜
を
略
說
し
聞
奏
す
。
其
の
深
く
穢
濫
、

及
び
毒
藥
、
厭
魅
、
咒
詛
に
涉
る
の
事
狀
は
、
悉
く
隨
事
に
尚
書
省
樞
密
院
に

申
せ
ん
、
と
。
並
び
に
之
れ
に
從
う
」（『
長
編
』
卷
四
六
六
元
祐
六
年
元
祐
六

年
九
月
癸
丑
、『
宋
會
要
』
儀
制
七
―
二
五
元
祐
六
年
九
月
二
十
八
日
）
と
見

え
る
。

19　

諸
て
曾
て
宰
相
・
執
政
官
及
び
節
度
使
・
通
奉
大
夫
以
上

に
任
じ
、
上
責
に
因
ら
ず
致
仕
せ
し
者
、
若
し
章
奏
有
ら
ば
、

通
進
司
に
於
い
て
投
進
す
る
を
聽
す
。

「
上
責
」
過
去
の
責
任
。

本
條
の
淵
源
は
慶
暦
五
年
に
遡
り
、
こ
の
と
き
、
致
仕
官
は
そ
れ
ま
で
奏
章

に
際
し
農
民
と
同
じ
く
、「
萬
人
の
情
を
達
す
」（『
元
豐
官
志
』「
鼓
院
」）
べ

く
設
置
さ
れ
て
い
た
登
聞
鼓
を
繼
由
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
高
化
の
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乞
に
よ
り
、
一
定
以
上
の
官
に
あ
り
罪
過
な
く
致
仕
し
た
も
の
は
表
章
を
通
進

司
に
投
下
す
る
こ
と
を
は
じ
め
て
許
し
た
（『
長
編
』
卷
一
五
六
慶
曆
五
年
六

月
戊
寅
、『
宋
會
要
』
職
官
二
―
二
七
「
通
進
司
」
慶
曆
五
年
六
月
二
十
四
日
）。

20　

諸
上
書
及
び
官
文
書
、
皆
な
眞
字
に
爲
。
仍
お
輕
細
に
書

寫
す
る
を
得
ず
。
凡
そ
官
文
書
、
數
有
ら
ば
大
字
を
借
用
す

（
一
を
壹
に
作
る
の
類
を
謂
う
）。

21　

諸
て
章
奏
及
び
公
文
を
申
發
す
る
は
、
皆
な
實
日
を
書
す

（
應
に
名
を
書
す
べ
き
は
親
書
し
、
其
の
報
應
は
仍
お
承
受
の

月
日
を
具
す
）。
要
速
機
密
は
仍
お
其
の
公
文
を
實
封
す
。

「
皆
書
實
日
」
中
圖
本
は
「
皆
虛
實
日
」
に
作
る
が
靜
嘉
堂
本
に
從
う
。
封
贈

や
敍
復
に
つ
い
て
同
じ
く
實
日
・
實
月
を
記
す
よ
う
定
め
た
職
制
敕
が

『
事
類
』
卷
一
二
文
書
門
、
職
制
門
、
選
舉
門
に
複
數
見
ら
れ
る
。

22　

諸
事
應
に
奏
申
す
べ
き
は
、
皆
な
先
ず
檢
を
具
え
、
本
司

官
畫
日
書
字
し
、
司
に
付
し
案
と
爲
し
、
然
る
後
に
奏
申
す

（
本
官
自
ら
陳
事
す
る
な
ら
ば
自
留
す
る
を
聽
す
）。
官
司
の
行

移
公
文
は
、
此
れ
に
准
ず
。

「
檢
」
奏
狀
・
申
狀
な
ど
が
作
成
さ
れ
る
過
程
の
文
書
形
態
。
劉
江
「
宋
朝
公

文
中
的
“
檢
”
與
“
書
檢
”
」『
北
京
大
學
學
報
』（
哲
學
社
會
科
學
版
）

四
九
―
二
、二
〇
一
二
に
詳
し
い
。

「
案
」
司
で
保
存
す
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
劉
江
氏
は
「
存
本
」
と
す
る
。

「
行
移
公
文
」
官
署
間
で
や
り
と
り
す
る
文
書
。
公
移
文
字
。
關
連
條
文
が

『
事
類
』
卷
一
六
「
行
移
」
に
見
え
る
。『
宋
史
食
貨
志
譯
註
』（
一
）
東

洋
文
庫
、
一
九
六
〇
、七
四
〇
頁
（
註
二
七
一
）
に
「「
文
移
」
は
行
文
移

文
の
略
、
行
文
は
官
署
が
文
書
を
以
て
相
往
復
す
る
こ
と
。
移
文
は
官
文

書
の
名
」
と
あ
り
。

他
に
32
の
文
書
令
に
も
あ
る
よ
う
に
、
申
狀
は
書
檢
を
經
て
作
成
さ
れ
る
が
、

「
書
檢
」
の
書
は
署
、
簽
と
も
云
う
。
本
條
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
書
す
る
こ

と
が
「
畫
日
書
字
」
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
對
象
た
る
檢
を
、
一
般
に
案
檢
と
い

う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

23　

諸
て
在
外
の
官
司
、
樞
密
院
に
徑
赴
し
通
封
・
奏
狀
を
投

下
す
る
は
、
號
を
用
い
書
貼
す
。

「
號
」
千
字
文
の
一
字
を
用
い
た
記
號
。
後
出
の
30
、
39
、
42
の
用
字
號
、
立

號
も
「
用
號
」
に
同
じ
。
ち
な
み
に
19
の
通
進
司
へ
の
投
進
も
實
封
、
用

號
さ
れ
た
（『
宋
會
要
』
二
―
三
〇
職
官
「
通
進
司
」
宣
和
元
年
二
月

十
二
日
）。

24　

諸
て
親
王
・
宗
室
の
公
文
、
皆
な
姓
を
書
か
ず
（
宗
室
任
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外
官
に
し
て
自
ら
上
書
す
る
に
非
ざ
る
は
、
卽
ち
庶
官
の
例
に

依
る
）。

「
親
王
」
皇
子
と
皇
帝
の
兄
弟
。『
中
國
歴
史
大
辭
典
』〈
宋
史
〉
上
海
辭
書
出

版
社
、
一
九
八
四
、五
一
九
頁
。

25　

諸
て
官
文
書
、
皆
な
年
月
日
を
印
し
及
び
印
封
し
、
應
に

奏
申
す
べ
き
は
縫
背
に
印
し
、
貼
黃
は
貼
黃
に
印
す
。

縫
背
・
貼
黃
の
印
記
に
つ
い
て
も
、
北
宋
期
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
た
。
天
聖

に
幕
職
州
縣
官
の
奏
舉
の
狀
に
貼
黃
し
印
記
を
用
い
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
が

（『
宋
會
要
』
選
舉
二
七
―
二
五
「
舉
官
」
天
聖
八
年
十
月
二
十
八
日
、『
長
編
』

卷
一
〇
九
天
聖
八
年
十
月
癸
卯
）、
煕
寧
に
は
諸
房
進
卷
及
び
諸
般
案
底
文
字

の
貼
黃
・
張
縫
に
印
記
が
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
（『
宋
會
要
』
職

官
六
―
五
「
樞
密
院
承
旨
司
」
熙
寧
二
年
八
月
十
二
日
）。

26　

諸
て
奏
狀
の
應
に
印
を
用
い
る
べ
く
し
て
印
無
き
は
、
錢

穀
・
刑
獄
に
非
る
の
印
を
借
る
。

本
條
は
43
に
同
じ
。

27　

諸
て
制
書
の
脫
誤
、
事
理
に
於
て
改
易
す
る
無
き
は
、
案

檢
を
驗
し
改
正
し
、
覆
奏
を
須
た
ず
。
官
文
書
の
脫
誤
す
る
が

若
き
は
長
官
に
諮
り
改
正
す
。
其
の
事
理
要
切
の
處
は
皆
な
印

を
用
う
。

「
制
書
」「
王
言
之
制
有
七
」
と
言
わ
れ
る
詔
敕
の
ひ
と
つ
。
前
掲
『
中
國
歴

史
大
辭
典
』〈
宋
史
〉、
二
八
八
頁
。

「
案
檢
」
22
參
照
。

「
官
文
書
」
常
行
の
公
文
書
。『
唐
律
疏
議
』
卷
一
〇
職
制
律
「
制
書
官
文
書

誤
輒
改
定
」
に
「
官
文
書
、
謂
常
行
文
書
」
と
あ
り
。

28　

諸
官
司
の
書
判
與
決
、
乞
う
所
に
依
る
が
如
き
は
卽
ち

「
從
」
字
を
以
て
之
れ
に
代
う
。

29　

諸
官
司
公
文
、
狀
後
牒
前
に
事
目
を
朱
書
し
發
放
す

（
符
・
帖
の
類
は
牒
に
准
ず
）。
其
の
急
速
な
り
て
取
稟
に
及
ぶ

は
仍
お
貼
出
す
。

「
牒
」
統
屬
關
係
に
な
い
官
司
同
士
の
平
行
文
書
な
ど
、
廣
く
用
い
ら
れ
る
形

式
。
平
田
前
掲
書
三
一
〇
頁
。『
事
類
』
卷
一
六
文
書
門
「
文
書
」
文
書

式
「
牒
」
に
そ
の
書
式
が
あ
る
。

「
發
放
」
發
給
す
る
。

「
取
稟
」
行
っ
て
命
令
を
受
け
る
こ
と
。『
張
子
全
書
』
卷
一
三
「
經
略
司
畫
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一
第
九
」
に
、
州
に
急
速
に
し
て
文
書
に
し
難
い
件
が
あ
る
と
き
に
は
權

り
に
職
事
を
交
割
し
馬
に
よ
り
經
略
司
に
取
稟
す
る
と
あ
る
。

30　

諸
て
省
臺
・
寺
監
、
若
し
餘
の
官
司
會
問
の
文
書
に
字
號

を
用
い
ら
ば
、
回
報
の
公
文
の
前
に
於
て
も
來
號
を
朱
書
す
。

「
省
臺
・
寺
監
」
省
臺
は
三
省
、
寺
監
は
南
宋
に
は
九
寺
（
太
常
寺
、
宗
正
寺
、

光
禄
寺
、
衞
尉
寺
、
鴻
薩
寺
、
大
理
寺
、
太
僕
寺
、
司
農
寺
、
太
府
寺
）

五
監
（
國
子
監
、
少
府
監
、
將
作
監
、
軍
器
監
、
都
水
監
）。
龔
前
掲
書

二
九
五
頁
參
照
。

「
會
問
」
梅
原
郁
『
譯
註
中
國
近
世
刑
法
志
』
下
、
創
文
社
、
二
〇
〇
三
、

六
六
頁
は
『
元
史
』
卷
一
〇
二
刑
法
一
「
職
制
上
」
の
「
諸
僧
・
道
・
儒

人
有
爭
、
有
司
勿
問
、
止
令
三
家
所
掌
會
問
」
の
會
問
に
註
し
て
「
約
會

歸
問
の
略
」
と
說
明
し
、
龔
前
掲
書
の
「
刑
部
十
三
案
」（
二
四
七
頁
）、

「
刑
部
會
問
案
」（
二
四
八
頁
）
の
項
の
說
明
で
は
南
宋
初
の
刑
獄
案
件
倍

增
に
よ
り
刑
部
は
會
問
案
等
の
一
三
案
に
別
れ
、
會
問
案
は
事
件
の
審
問

を
掌
る
、
と
す
る
。
省
臺
寺
監
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
い
い
、
そ
れ
へ
の

返
信
が
回
報
で
あ
ろ
う
。

31　

諸
て
在
外
の
官
司
の
公
文
、
三
省
樞
密
院
・
省
臺
・
寺
監

及
び
本
路
察
訪
官
に
於
て
す
る
は
、
申
狀
を
用
う
。

「
察
訪
官
」
察
訪
使
は
北
宋
末
に
置
か
れ
た
監
察
官
で
、
南
宋
に
は
事
例
が
少

な
く
な
る
（
余
蔚
『
中
國
古
代
地
方
監
察
體
系
運
作
機
制
研
究
』
上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
、一
六
〜
一
八
頁
）。
次
32
條
と
の
關
連
で
言
え
ば
、

知
州
か
ら
轉
運
へ
の
申
狀
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
っ
た
が
、『
事
類
』
卷

四
職
制
門
「
官
品
雜
壓
」
所
載
の
職
制
令
「
諸
奉
使
官
」
の
項
に
「
察
訪

官
、
官
序
卑
な
り
と
雖
も
皆
な
轉
運
使
の
上
に
在
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

察
訪
官
は
轉
運
使
よ
り
高
い
地
位
を
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
轉
運
と
同

じ
路
レ
ベ
ル
の
職
で
あ
っ
て
も
、
察
訪
官
宛
に
は
特
に
上
行
文
書
た
る
申

狀
の
利
用
が
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
文
書
令
以
外
に
も
、

地
方
各
官
司
が
察
訪
に
非
る
奉
使
官
に
對
し
て
用
い
る
の
が
狀
か
牒
か
の

規
定
が
職
制
令
に
も
あ
り
（
卷
五
職
制
門
職
制
令
「
奉
使
」「
諸
奉
使
官
、

第
二
等
以
上
は
給
印
し
、
餘
は
銅
朱
記
を
給
す
。
仍
お
皆
な
幞
褥
斗
匣
を

給
す
」、
亦
た
卷
一
七
「
給
納
印
記
」
職
制
令
に
見
ゆ
）、
令
の
内
容
と
篇

目
の
關
係
が
一
定
し
て
い
な
い
例
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

「
申
狀
」
上
級
官
司
へ
送
ら
れ
る
上
行
文
書
の
一
形
式
。

32　

諸
太
中
大
夫
・
觀
察
使
以
上
に
し
て
知
州
及
び
提
舉
宮
觀

祠
廟
な
る
者
、
察
訪
及
び
本
路
に
於
い
て
應
に
申
狀
を
用
い
る

べ
き
は
、
書
檢
す
る
も
繫
銜
せ
ず
、
獨
員
な
れ
ば
牒
を
行
う
を

聽
す
（
安
撫
使
・
都
總
管
・
鈐
轄
、
若
し
く
は
發
運
・
轉
運
使

に
任
じ
、
應
に
察
訪
に
申
す
べ
き
は
此
れ
に
准
ず
）。
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「
提
舉
宮
觀
祠
廟
」
提
舉
西
京
富
山
崇
福
宮
、
提
舉
江
州
太
平
興
國
宮
な
ど
の

提
舉
宮
觀
。
神
宗
期
か
ら
は
政
敵
排
除
に
、
ま
た
南
宋
期
に
は
北
宋
か
ら

の
大
量
の
官
吏
の
配
置
先
と
し
て
利
用
さ
れ
、
中
に
は
宰
執
・
侍
從
か
ら

宮
觀
職
と
な
っ
た
も
の
な
ど
、
高
官
も
い
た
（
梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度

研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
五
、七
頁
、
劉
文
剛
「
論
宋
代
的
宮
觀
官
制
」

『
宋
代
文
化
研
究
』
第
七
輯
、
一
九
九
八
、八
〇
〜
九
〇
頁
）。

「
書
檢
」
22
參
照
。
書
案
檢
、
署
案
（
按
）
檢
、
簽
案
檢
な
ど
と
云
う
も
同
じ
。

申
狀
作
成
・
提
出
の
過
程
で
、
原
本
た
る
檢
に
署
名
す
る
こ
と
。

「
繫
銜
」
申
狀
の
末
尾
の
提
出
者
名
に
、
職
を
連
ね
て
記
す
こ
と
。

「
總
管
・
鈐
轄
」
諸
路
に
置
か
れ
た
、
路
內
の
禁
旅
・
屯
戍
・
邊
防
の
兵
を
統

べ
る
武
官
（
前
掲
『
宋
史
食
貨
志
譯
註
』（
一
）、
七
二
〜
七
三
頁
、
註

二
二
二
）。

「
獨
員
」
申
狀
は
本
來
個
人
で
は
な
く
司
に
宛
て
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
司

の
官
が
一
員
の
場
合
。

職
（
實
職
）
と
し
て
上
位
に
あ
る
官
司
に
は
、
上
行
文
書
で
あ
る
申
狀
を
用

い
る
べ
き
で
あ
る
が
、
送
る
側
の
官
位
（
寄
錄
官
階
、
帶
び
て
い
る
館
職
）
が

相
手
の
官
位
よ
り
高
い
場
合
に
は
申
狀
を
使
う
か
否
か
で
問
題
が
生
じ
る
。
例

え
ば
古
來
の
太
守
の
延
長
上
に
あ
り
格
の
高
い
知
州
や
神
宗
期
以
降
高
位
の
退

任
者
が
多
く
つ
い
た
地
方
の
提
舉
宮
觀
に
は
、
文
武
の
高
い
寄
錄
官
階
に
あ
る

者
や
直
學
士
・
侍
從
ク
ラ
ス
の
館
職
を
帶
び
た
者
が
つ
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ

か
ら
彼
ら
が
路
や
制
置
司
に
文
書
を
送
る
場
合
、
そ
れ
が
職
と
し
て
上
位
に
あ

る
か
ら
と
い
う
だ
け
で
申
狀
を
用
い
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ

た
。。
本
條
に
あ
る
「
書
檢
す
る
も
繫
銜
せ
ず
」
と
は
、
こ
の
官
と
職
の
ね
じ

れ
狀
態
に
あ
る
中
で
の
申
狀
提
出
の
問
題
を
整
理
す
る
た
め
の
、
北
宋
初
期
以

來
の
原
則
で
あ
る
。

は
や
く
大
中
祥
符
に
、
知
昇
州
と
な
っ
た
禮
部
尚
書
張
詠
が
祠
部
へ
申
狀
を

送
る
こ
と
に
不
滿
を
持
ち
、
尚
書
丞
郎
の
官
に
あ
る
知
州
が
省
で
は
な
く
六
曹

に
申
狀
す
る
場
合
に
は
、
止
だ
案
檢
に
署
す
る
の
み
と
す
る
よ
う
乞
う
て
認
め

ら
れ
、
ま
た
ほ
ぼ
同
時
に
知
制
誥
・
觀
察
使
以
上
が
知
す
る
州
府
が
轉
運
使
に

申
狀
を
送
る
場
合
に
は
、
知
州
は
案
檢
に
署
す
る
の
み
、
通
判
以
下
は
具
銜
す

と
の
詔
も
出
さ
れ
て
い
る
（『
長
編
』
卷
七
八
大
中
祥
符
五
年
七
月
乙
酉
、『
太

平
治
蹟
統
類
』
卷
二
九
「
官
職
沿
革
」）。
更
に
大
中
祥
符
九
年
九
月
己
巳
に
は
、

玉
清
昭
應
宮
・
景
靈
宮
・
會
靈
觀
か
ら
の
移
牒
に
お
い
て
、
使
は
署
檢
し
、
副

使
以
下
は
署
銜
す
、
と
の
詔
が
出
さ
れ
た
（『
長
編
』
卷
八
八
同
日
）。
本
文
書

令
32
の
直
接
的
な
淵
源
は
、
建
炎
四
年
の
「
諸
路
安
撫
使
兼
知
州
、
安
撫
司
の

事
監
司
に
干
し
、
職
事
相
統
攝
せ
ざ
る
に
係
る
は
、
合
に
關
牒
を
用
う
べ
し
。

本
州
の
事
監
司
に
干
す
る
有
ら
ば
、
其
の
知
州
、
官
太
中
大
夫
・
觀
察
使
以
上

に
係
る
は
、
應
に
申
狀
を
用
う
べ
き
は
、
書
檢
す
る
も
名
銜
は
繫
げ
ず
。
知
州
、

官
未
だ
太
中
大
夫
・
觀
察
使
に
至
ら
ざ
る
は
、
合
に
申
狀
を
用
う
べ
し
」（『
宋

會
要
』
職
官
四
一
―
一
〇
一
「
安
撫
使
」
建
炎
四
年
十
一
月
六
日
）、
と
の
詔

に
あ
る
。
以
降
南
宋
で
は
、
侍
從
な
ど
高
い
館
職
を
持
つ
知
州
が
路
の
監
司
に

申
狀
を
送
る
類
似
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
議
論
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
紹
興
六
年

に
は
龍
圖
閣
直
學
士
の
四
川
轉
運
使
が
四
川
安
撫
制
置
大
使
・
川
陝
宣
撫
司
に

行
移
す
る
際
に
同
樣
の
問
題
が
生
じ
、
や
は
り
書
檢
す
る
も
繫
銜
せ
ず
と
の
詔
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が
出
さ
れ
（『
宋
會
要
』
職
官
四
五
―
一
九
紹
興
六
年
九
月
十
四
日
）、
紹
興

十
九
年
に
は
侍
從
官
を
經
驗
し
た
知
州
が
制
置
司
に
申
狀
す
る
際
に
も
同
じ
く

書
檢
す
る
も
繫
銜
せ
ざ
る
旨
が
あ
る
（『
建
炎
以
來
朝
野
雜
記
』
乙
集
卷
一
一

故
事
「
從
官
典
藩
於
制
司
不
用
申
狀
」）。
本
條
は
こ
う
し
た
一
連
の
詔
令
の
流

れ
の
上
に
あ
り
、
か
つ
申
狀
は
機
關
宛
で
あ
る
か
ら
、
宛
先
の
司
の
官
が
獨
員

で
あ
れ
ば
汎
用
性
の
高
い
牒
を
用
い
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
申
狀
を
用

い
る
か
は
微
妙
な
問
題
で
、
逆
に
郡
（
府
州
軍
）
同
士
は
法
的
に
は
牒
を
用
い

る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
郡
の
吏
が
大
郡
に
對
し
て
は
恐
縮
し
て

牒
で
は
な
く
申
狀
を
用
い
て
し
ま
う
傾
向
も
あ
っ
た
と
い
う
（『
朱
子
語
類
』

卷
一
〇
六
）。

33　

諸
在
外
官
司
の
奏
事
、
別
に
內
引
を
用
て
奏
す
る
所
の
事

を
具
列
し
門
下
省
に
日
赴
す
。

「
內
引
」『
朝
野
類
要
』
卷
一
「
內
引
」
は
「
內
引
。
內
殿
引
見
す
る
に
、
則

ち
以
て
少
し
く
時
刻
を
延
し
、
亦
た
或
い
は
坐
を
賜
り
、
亦
た
或
い
は
穿

執
〔
笏
を
持
つ
こ
と
〕
を
免
る
可
き
な
り
」
と
、
こ
と
に
密
な
形
で
皇
帝

に
引
見
す
る
こ
と
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
言
う
「
内
引
」
と
は
内
引
に
お

い
て
呈
す
る
內
引
剳
子
の
事
か
。

本
稿
で
は
暫
時
原
文
に
從
い
「
日
赴
」
を
日
下
に
赴
く
、
と
解
し
た
が
、
中

國
珍
稀
法
律
典
籍
本
は
日
を
目
と
な
し
、
奏
す
る
所
の
事
目
を
具
列
し
門
下
省

に
赴
き
、
と
す
る
。

34　

諸
文
書
應
に
印
す
べ
き
は
置
曆
し
其
の
事
目
を
記
す
。

「
曆
」
一
般
に
人
事
・
財
務
な
ど
樣
々
な
行
政
現
場
で
の
特
定
項
目
に
つ
い
て

の
記
錄
簿
を
言
う
。
な
お
『
宋
會
要
』
職
官
三
―
三
二
「
五
房
五
院
」
紹

興
元
年
二
月
十
六
日
條
に
「
三
省
言
う
「
政
和
令
に
、
諸
て
文
書
應
に
印

す
べ
き
は
、
置
曆
し
其
の
事
目
を
紀
す
、
と
。
舊
制
に
依
り
て
施
行
せ
ん

こ
と
を
乞
う
」
と
」
と
あ
り
、
本
條
は
政
和
令
に
す
で
に
見
え
る
。

35　

諸
官
司
都
簿
を
置
き
五
年
に
一
易
し
、
所
轄
の
應
に
用
う

べ
き
の
簿
曆
の
名
數
を
具
載
し
、
其
れ
增
減
有
ら
ば
次
日
に
都

簿
司
に
報
じ
除
附
せ
し
む
。
倉
庫
此
れ
に
准
ず
。

「
都
簿
」
こ
こ
で
は
軍
資
庫
の
錢
物
都
簿
な
ど
路
州
縣
に
置
か
れ
た
帳
簿
。『
宋

會
要
』
食
貨
四
九
―
二
六
「
轉
運
」
政
和
元
年
八
月
二
十
二
日
條
參
照
。

次
條
36
で
も
州
縣
の
都
簿
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、『
事
類
』
卷
一
六
「
文

書
」
に
は
都
簿
の
文
書
式
が
見
え
る
。
小
林
隆
道
『
宋
代
中
國
の
統
治
と

文
書
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
、四
九
一
頁
參
照
。

「
都
簿
司
」
都
簿
を
掌
る
州
の
司
で
あ
ろ
う
。
左
に
述
べ
る
よ
う
に
政
和
令
で

は
「
督
簿
司
」
と
な
っ
て
い
る
。

「
除
附
」
高
明
士
『
天
聖
令
譯
註
』
二
〇
一
七
、四
一
頁
は
除
附
を
「
帳
籍
上

の
舊
登
記
を
除
去
し
、
新
登
記
に
改
載
す
る
こ
と
、
財
物
の
出
納
・
戸
口

の
注
記
等
、
み
な
こ
の
手
順
を
經
る
」
と
釋
義
す
る
。
こ
こ
で
は
各
地
の
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簿
曆
記
載
の
内
容
の
增
減
に
對
應
し
て
都
簿
を
改
め
る
こ
と
。
戸
籍
に
關

し
て
は
青
木
敦
『
宋
代
民
事
法
の
世
界
』
慶
應
義
塾
大
學
出
版
會
、

二
〇
一
四
、二
〇
三
、二
二
一
頁
。

本
條
は
元
符
令
に
見
ら
れ
る
。『
宋
會
要
』
食
貨
四
九
―
二
六
「
轉
運
」
政

和
元
年
八
月
二
十
二
日
條
（
同
五
四
―
五
「
諸
州
倉
庫
」
略
同
）
に
「
元
符
令

に
準
じ
、
諸
官
司
都
簿
を
置
き
五
年
に
一
易
し
、
所
轄
の
應
に
用
う
べ
き
の
簿

曆
を
具
載
し
、
其
れ
增
減
有
ら
ば
次
日
に
都
簿
司
に
報
じ
除
附
せ
し
む
」
と
あ

る
。
ま
た
『
宋
會
要
』
食
貨
五
六
―
四
一
「
戸
部
」
建
炎
二
年
四
月
二
十
三
日

同
日
條
に
は
「
戸
部
に
詔
し
司
農
・
太
府
及
び
轄
下
の
倉
場
庫
務
を
督
責
し
、

並
び
に
政
和
令
に
依
り
、
各
の
都
簿
を
置
き
、
所
轄
の
應
に
用
う
べ
き
の
簿
曆

の
名
數
を
具
載
し
、
近
上
の
職
級
を
差
し
掌
管
せ
し
め
、
增
減
有
る
に
遇
わ
ば
、

督
簿
司
に
報
じ
除
附
せ
し
む
」
云
々
と
あ
る
か
ら
政
和
令
に
も
共
通
す
る
內
容

の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

36　

諸
州
縣
、
應
に
簿
曆
を
置
き
（
州
は
簽
判
に
委
ね
縣
は
令

丞
に
委
ぬ
）、
其
の
置
く
所
の
名
件
を
類
し
監
司
に
申
す
。
監

司
は
都
簿
を
置
き
之
れ
を
總
べ
し
む
。

「
簽
判
」
簽
書
節
度
判
官
公
事
。
幕
職
官
名
。
梅
原
前
掲
『
宋
代
官
僚
制
度
研

究
』
一
七
頁
、
龔
前
掲
書
五
七
八
頁
。

「
令
丞
」
知
縣
と
縣
丞
。

37　

諸
官
文
書
、
水
が
爲
に
漂
壞
し
、
官
吏
收
尋
し
曬
暴
す
。

內
に
要
用
に
し
て
損
爛
有
る
は
不
係
省
頭
子
錢
を
以
て
雇
⼈
し

謄
寫
せ
し
む
（
火
が
爲
に
焚
す
る
所
、
應
に
傳
寫
す
べ
き
も
此

に
准
ず
）。

「
不
係
省
頭
子
錢
」『
宋
史
食
貨
志
譯
註
』（
四
）
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
二
、

一
三
六
頁
で
は
「
頭
子
錢
」
を
說
明
し
て
「
國
家
の
賦
稅
全
般
に
わ
た
り
、

流
入
・
支
出
す
る
錢
物
を
對
象
と
し
て
付
加
あ
る
い
は
割
り
引
い
て
徴
收

さ
れ
た
雜
稅
を
い
う
。
そ
の
對
象
は
兩
稅
、
商
稅
、
免
役
錢
、
茶
・
鹽
・

酒
の
專
賣
品
、
市
糴
、
和
買
、
常
平
錢
物
、
係
省
錢
物
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
た
」
と
い
い
、「
係
省
錢
」
を
「
本
來
は
中
央
で
あ
る
三
司
あ
る
い

は
戸
部
に
よ
り
そ
の
收
支
が
管
理
さ
れ
る
中
央
會
計
の
財
賦
で
あ
る
が
、

地
方
た
る
州
軍
に
留
め
置
か
れ
る
も
の
を
包
括
し
て
係
省
錢
（
物
）
と
い

う
。
一
方
、
地
方
の
官
司
に
よ
り
獨
自
に
收
支
が
管
理
さ
れ
る
財
賦
は
不

係
省
錢
（
物
）
と
い
う
」
と
說
明
す
る
。『
事
類
』
所
載
倉
庫
式
「
起
發

上
京
供
年
額
錢
物
狀
」（『
事
類
』
卷
三
〇
財
用
門
「
上
供
」）、
場
務
式

「
提
點
刑
獄
司
申
起
發
收
支
經
制
錢
物
帳
」（『
事
類
』
卷
三
〇
財
用
門
「
經

總
制
」）、
同
「
提
點
刑
獄
司
申
起
發
收
支
總
制
幾
物
帳
」（
同
）
に
は
各

種
頭
子
錢
を
含
む
地
方
か
ら
中
央
へ
送
る
財
政
關
係
の
書
式
が
見
え
る
。

38　

諸
て
制
敕
を
受
け
應
に
翻
錄
し
行
う
べ
き
は
、
給
書
の
寫

程
、
急
速
は
當
日
、
百
紙
に
滿
つ
る
は
一
日
、
二
百
紙
以
上
は
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二
日
を
限
り
、
二
百
紙
每
に
一
日
を
加
う
。
非
急
速
は
各
の
一

日
を
加
う
。
餘
の
文
書
、
各
の
制
敕
を
加
う
る
は
一
日
を
限
る
。

加
う
る
所
多
き
と
雖
も
、
制
敕
は
五
日
を
過
ぐ
る
を
得
ず
、
餘

の
文
書
は
十
日
を
過
ぐ
る
を
得
ず
。
卽
し
軍
務
急
速
な
ら
ば
紙

數
を
以
て
せ
ず
、
皆
な
當
日
を
限
り
て
發
出
す
。

本
條
は
９
に
同
じ
だ
が
原
文
は
數
字
に
大
字
を
用
い
る
。

39　

諸
制
書
及
び
重
害
文
書
（
州
の
實
行
の
丁
産
等
第
稅
租
薄

の
副
本
、
縣
の
造
簿
案
檢
、
同
じ
）、
祥
瑞
・
解
官
・
婚
田
・

市
估
・
獄
案
の
類
が
若
き
は
、
長
留
は
仍
お
置
籍
・
立
號
し
、

別
庫
に
架
閣
し
、
時
を
以
て
曬
暴
す
。
卽
し
檢
簡
に
因
り
移
到

せ
ば
、
別
に
一
籍
を
爲
す
（
號
は
止
だ
舊
に
因
る
）。

「
實
行
」
各
種
の
簿
で
、
事
前
に
出
來
て
も
ま
だ
記
入
さ
れ
て
い
な
い
空
行
に

對
し
、
徴
税
・
人
事
考
査
な
ど
の
實
施
後
、
實
際
に
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
。

實
行
簿
に
つ
い
て
前
掲
『
宋
史
食
貨
志
譯
註
』（
一
）
三
九
五
頁
（
註

一
五
〇
）
は
「
空
行
簿
は
毎
年
造
つ
て
空
行
と
し
て
置
き
、
租
税
を
催
促

し
て
そ
れ
を
記
入
す
る
帳
簿
で
あ
り
、
實
行
簿
は
三
年
の
間
に
實
際
に
徴

收
し
た
租
稅
を
記
入
し
た
帳
簿
で
あ
ら
う
」
と
し
、
戴
氏
は
、
空
行
簿
と

は
政
策
措
置
に
先
立
っ
て
置
か
れ
る
簿
書
で
あ
り
、
そ
れ
に
對
し
實
行
簿

は
實
際
に
實
施
さ
れ
た
記
錄
で
あ
ろ
う
と
す
る
（「
宋
代
籍
帳
制
度
探
析

―
以
戸
口
統
計
爲
中
⼼
」『
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
七
―
三
）。『
事
類
』
卷

一
六
文
書
門
「
文
書
」
所
載
の
文
書
式
「
都
簿
」
に
は
、
各
司
・
各
案

（
部
門
）
の
簿
に
つ
い
て
「
某
簿
（
空
行
を
量
留
〔
量
事
留
納
の
こ
と
〕

し
、
以
て
續
附
の
數
を
注
入
す
る
に
備
う
。
餘
の
簿
曆
は
此
れ
に
准

ず
）」
と
、
簿
の
空
行
は
今
後
の
記
入
に
備
え
る
こ
と
が
あ
る
。

「
丁
産
等
第
稅
租
薄
」
丁
産
等
第
薄
と
は
、
五
等
丁
産
簿
と
同
じ
く　

鄕
村
の

主
戸
の
戸
籍
（
柳
田
節
子
『
宋
元
鄕
村
制
の
研
究
』
創
文
社
、
一 

九
八
六
、一
九
二
頁
）。

「
檢
簡
」
檢
査
し
て
簡え
ら

ぶ
。
日
本
養
老
律
令
公
式
令
八
三
に
常
留
の
重
要
な
案

以
外
の
文
案
に
つ
き
「
年
別
檢
簡
、
三
年
一
除
之
」
と
あ
る
に
對
し
、
井

上
前
掲
書
、
一
九
七
六
、四
〇
五
頁
は
「
か
ん
が
檢
え
簡え
ら

ん
で
」
と
訓
じ
る
。

40　

諸
架
閣
公
案
、
應
に
長
留
す
べ
き
に
非
る
は
、
留
む
る
こ

と
十
年
、
三
年
毎
に
一
た
び
檢
簡
し
、
監
司
に
申
し
、
差
官
し

覆
し
訖
ら
ば
之
れ
を
除
く
（
官
用
に
充
て
、
餘
有
ら
ば
出
賣

す
）。
其
れ
本
有
り
、
應
に
長
留
す
べ
き
は
、
別
庫
に
移
す
。

籍
內
仍
お
隨
事
に
除
く
所
移
す
所
の
年
月
を
朱
書
し
、
覆
官
と

同
に
簽
書
す
。

「
三
年
毎
に
一
た
び
檢
簡
し
」
上
述
日
本
公
式
令
參
照
。
な
お
實
際
に
常
州
で

も
「
諸
案
牘
は
三
年
に
一
た
び
檢
簡
し
、
監
司
に
申
し
、
官
に
委
ね
て
覆

閱
し
、
之
れ
を
除
く
。
其
の
應
に
留
む
べ
き
も
の
は
別
庫
に
移
す
（
今
廢
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さ
る
）」
と
、
か
つ
て
は
本
文
書
令
通
り
檢
簡
の
手
續
が
行
わ
れ
て
い
た

記
錄
が
あ
る
（『
咸
淳
毗
陵
志
』
卷
六
「
倉
庫
」）。

41　

諸
て
官
司
無
行
文
書
を
承
受
し
、
元
と
事
祖
無
き
は
別
簿

に
名
件
を
具
錄
し
、
當
職
官
月
に
一
た
び
簽
書
し
、
應
に
架
閣

す
べ
き
は
別
に
之
れ
を
架
貯
す
。

「
無
行
文
書
」
現
行
文
書
に
對
し
、
行
わ
れ
て
い
な
い
文
書
。

42　

諸
て
架
閣
庫
、
州
は
職
官
一
員
、
縣
は
令
・
丞
・
簿
之
れ

を
掌
る
。
應
て
文
書
印
縫
す
べ
き
は
張
數
を
計
し
年
月
・
事
目

幷
び
に
簿
曆
の
類
を
封
題
し
、
各
の
年
月
次
序
を
以
て
注
籍
・

立
號
・
編
排
し
（
造
帳
の
文
書
は
別
庫
に
架
閣
す
）、
仍
お
置

籍
す
。
借
に
遇
え
ば
監
官
し
立
限
せ
し
め
、
交
受
を
批
注
し
納

日
に
勾
銷
す
。
按
察
及
び
季
點
の
官
點
檢
す
。

「
令
・
丞
・
簿
」
縣
令
（
知
縣
）、
縣
丞
（
知
縣
丞
）、
主
簿
。

「
勾
銷
」
取
り
消
す
、
抹
消
。
こ
こ
で
は
交
付
し
た
際
の
批
注
（
籍
へ
の
書

込
）
を
濟
と
す
る
。

「
季
點
」
四
季
點
檢
、
逐
季
點
檢
。
煕
寧
に
富
弼
は
縣
で
の
支
散
を
恐
れ
錢
斛

官
徐
公
衮
ら
を
縣
に
往
か
せ
季
點
せ
し
め
た
（『
長
編
』
卷
二
二
二
熙
寧

四
年
四
月
丁
卯
）。

43　

諸
て
奏
狀
の
應
に
印
を
用
い
る
べ
く
し
て
印
無
き
は
、
錢

穀
・
刑
獄
に
非
る
の
印
を
借
る
。

本
條
は
26
に
同
じ
。

44　

諸
て
奉
使
の
印
記
を
給
せ
ず
し
て
文
書
應
に
印
す
べ
き
は
、

所
在
の
官
司
に
就
き
て
借
用
す
。

本
條
は
６
に
同
じ
。
な
お
本
條
44
で
は
「
給
」
を
「
及
」
に
誤
る
。

45　

諸
帳
及
び
簿
曆
、
錢
物
に
差
失
・
誤
漏
の
類
有
ら
ば
、
先

ず
干
照
文
書
を
取
り
改
正
し
、
欺
弊
有
ら
ば
、
追
人
を
聽
す
。

46　

諸
て
合
に
納
官
す
べ
き
の
錢
物
を
根
磨
し
出
す
は
、
催
納

し
官
に
到
る
を
候
ち
、
所
屬
を
經
て
審
覆
保
明
し
、
方
に
推
賞

を
許
す
。

「
根
磨
し
出
す
」
調
べ
あ
げ
て
見
つ
け
る
。
肖
建
新
「
宋
代
審
計
三
論
」『
史

學
月
刋
』
二
〇
〇
〇
―
一
參
照
。

47　

諸
公
人
驅
磨
・
點
檢
し
隱
落
幷
び
に
失
陷
の
錢
物
を
出
せ

ば
、
給
賞
の
外
、
格
に
依
り
應
に
轉
資
す
べ
し
。
而
し
て
餘
數
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又
た
一
倍
以
上
に
及
ば
ば
所
屬
保
明
し
尚
書
省
に
申
す
。

「
驅
磨
・
點
檢
」
驅
磨
は
官
錢
や
官
物
に
關
す
る
文
書
を
調
べ
あ
げ
る
の
意

（
肖
前
掲
論
文
、
安
部
健
夫
『
元
代
史
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九 

七
二
、三
二
三
、三
五
七
頁
）。
元
豐
四
年
、
驅
磨
・
點
檢
な
ど
が
あ
る
と

き
は
置
簿
、
催
轄
、
勾
銷
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（『
宋
會
要
』
職
官
三
―

八
「
中
書
省
」
元
豐
四
年
六
月
二
十
八
日
、
職
官
三
―
四
六
「
檢
正
」
で

は
二
十
七
日
）。
こ
の
『
事
類
』
の
「
點
磨
隱
陷
」
は
隱
落
・
失
陷
の
錢

物
を
驅
磨
・
點
檢
し
出
す
、
の
意
。

「
隱
落
」
隱
蔽
、
取
り
落
と
し
に
よ
る
穴
。

「
給
賞
」『
事
類
』「
點
磨
隱
陷
」
に
は
「
隱
落
・
失
陷
錢
物
を
告
ぐ
る
も
、
未

だ
明
ら
か
な
ら
ず
、
官
司
因
り
て
差
人
し
驅
磨
せ
し
め
れ
ば
、
出
納
一
分

に
一
釐
半
を
給
す
（
告
及
・
驅
磨
人
各
の
一
半
を
給
す
）」
と
す
る
賞
格

が
あ
る
。

「
轉
資
」
一
資
、
二
資
と
資
序
を
進
め
て
昇
進
さ
せ
る
こ
と
。

47
〜
53
に
對
應
す
る
格
が
「
點
磨
隱
陷
」
所
載
賞
格
及
び
『
宋
會
要
』
食
貨

五
⼀
―
四
〇
「
度
支
庫
」
政
和
三
年
十
月
十
七
日
條
（
以
下
、『
宋
會
要
』
政

和
三
年
條
）
所
載
の
政
和
賞
格
及
び
尚
書
吏
（
も
と
戸
に
誤
る
）
部
司
勳
格
に

見
え
る
。
本
條
に
對
應
す
る
格
は
、「
點
磨
隱
陷
」
賞
格
の
「
諸
色
人
、
隱
落
・

失
陷
の
錢
物
を
告
ぐ
る
も
未
だ
明
ら
か
な
ら
ず
、
因
り
て
別
に
差
人
し
驅
磨
せ

し
め
、
出
納
一
分
な
れ
ば
一
釐
半
を
給
す
」
云
々
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
文
書

令
で
は
格
に
よ
り
轉
資
す
る
と
の
み
と
あ
る
が
、
賞
格
で
は
「
轉
一
資
」
と
具

体
的
に
一
資
が
轉
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

48　

諸
て
告
及
・
驅
磨
・
點
檢
し
隱
落
錢
物
を
出
す
は
、
未
だ

得
ざ
れ
ば
給
賞
を
減
半
し
、
仍
お
止
だ
犯
人
に
于
て
追
理
す
。

「
告
及
」
告
げ
及
ぶ
。
告
發
に
よ
る
。

『
宋
會
要
』
政
和
三
年
條
に
政
和
格
令

4

4

4

4

と
し
て
「
諸
て
告
及
・
驅
磨
・
點
檢

し
隱
落
幷
び
に
失
陷
錢
物
を
出
す
は
、
應
に
賞
す
べ
き
は
納
む
る
所
の
物
を
以

て
准
價
し
、
仍
お
數
に
依
り
借
支
す
」
と
あ
る
。

49　

諸
て
隱
落
及
び
失
陷
錢
物
を
驅
磨
・
點
檢
す
る
も
、
未
だ

明
ら
か
な
ら
ず
、
因
り
て
別
に
差
人
し
驅
磨
せ
し
め
、
或
い
は

後
人
承
行
し
結
絕
し
、
始
め
て
隱
落
・
失
陷
を
見
る
は
、
得
る

所
を
以
て
賞
し
均
給
す
。

「
承
行
」
上
の
命
を
う
け
、
お
こ
な
う
。
李
鵬
年
等
編
『
清
代
六
部
成
語
詞

典
』
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
、四
九
頁
「
承
行
書
辨
」
の
項
は
、

清
代
総
督
巡
撫
衙
門
の
書
吏
を
指
し
、
上
司
官
員
の
命
を
受
け
る
た
め
こ

の
稱
が
あ
る
、
と
說
明
す
る
。

こ
れ
に
對
應
す
る
賞
格
が
、「
點
磨
隱
陷
」
の
後
出
部
分
に
は
「
諸
色
人
、

隱
落
・
失
陷
の
錢
物
を
告
ぐ
る
も
未
だ
明
ら
か
な
ら
ず
、
因
り
て
別
に
差
人
し
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驅
磨
せ
し
め
、
出
納
一
分
な
れ
ば
一
釐
半
を
給
す
」
云
々
と
見
え
る
。

50　

諸
て
告
及
・
驅
磨
・
點
檢
し
隱
落
及
び
失
陷
の
錢
物
を
出

し
、
應
に
推
賞
す
べ
き
者
は
、
州
縣
提
點
刑
獄
司
に
委
ね
、
十

日
を
限
り
覆
定
し
訖
ら
ば
之
れ
を
賞
す
（
發
運
・
監
司
・
提
點

鑄
錢
・
解
鹽
司
の
類
、
人
吏
は
隣
路
に
委
ぬ
。
提
點
刑
獄
司
此

れ
に
准
ず
）。
仍
お
尚
書
戸
部
に
申
し
檢
察
せ
し
む
。

51　

諸
て
告
及
・
驅
磨
・
點
檢
し
隱
落
幷
び
に
失
陷
の
錢
物
を

出
し
、
應
に
賞
す
べ
き
者
は
、
納
む
る
所
の
物
を
以
て
准
價
し
、

仍
お
數
に
依
り
借
支
す
。
卽
ち
犯
人
應
に
追
す
べ
か
ら
ず
、
或

い
は
追
し
て
足
ら
ざ
れ
ば
、
干
繫
人
は
均
備
す
。

「
均
備
」
等
し
く
賠
償
さ
せ
る
。
均
攤
償
還
。

『
宋
會
要
』
政
和
三
年
條
に
は
、
政
和
格
令

4

4

4

4

と
し
て
同
內
容
の
條
文
が
見
え
、

續
い
て
「
及
び
驅
磨
・
點
檢
し
隱
落
幷
び
に
失
陷
の
錢
物
を
出
す
は
一
分
に
及

ぶ
毎
に
三
釐
を
給
す
」
と
あ
る
。
本
條
と
共
通
す
る
前
半
が
政
和
令

4

4

4

、
後
半

「
及
び
〜
」
が
政
和
格

4

4

4

に
相
當
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
格
・
令
の
篇
目
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
脈
、
條
文
内
容
か
ら
格
は
賞
格
、
令
も
賞
令
で
あ
ろ

う
。52　

諸
て
吏
人
驅
磨
・
點
檢
し
收
到
せ
る
無
額
上
供
錢
物
の
供

申
の
數
目
の
不
實
を
出
し
、
而
し
て
侵
隱
・
移
易
し
、
別
に
窠

名
を
作
し
收
係
し
支
使
す
る
が
若
き
は
、
州
は
八
千
貫
に
及
び
、

提
點
刑
獄
司
は
一
萬
五
千
貫
以
上
な
ら
ば
（
累
滿
す
る
は
同

じ
）、
並
び
に
奏
裁
す
。

「
無
額
上
供
錢
物
」
元
豐
年
間
よ
り
、
そ
れ
ま
で
定
額
の
な
か
っ
た
樣
々
な
上

供
（
朝
廷
へ
繳
納
す
る
錢
物
）
を
合
わ
せ
て
無
額
上
供
錢
と
し
た
。
島
居

一
康
『
宋
代
財
政
構
造
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
、「
第
三
章　

上
供
錢
貨
の
諸
系
統
―
―
南
宋
時
代
」
に
詳
し
い
。
な
お
『
宋
會
要
』
食

貨
五
一
―
三
六
大
觀
三
年
三
月
二
日
條
に
戸
部
侍
郎
呉
擇
仁
等
の
奏
と
し

て
「
勘
會
す
、
戸
部
財
計
、
諸
路
無
額
上
供
錢
歳
を
總
す
る
に
百
餘
萬
、

名
色
は
至
多
、
全
て
檢
察
に
賴
る
。
近
ご
ろ
諸
路
將
應
に
就
支
す
べ
き
の

錢
物
、
各
の
指
し
て
無
額
上
供
を
用
て
す
。
其
の
歳
收
不
同
、
事
目
繁
碎

な
る
を
以
て
、
若
し
吏
彊
く
官
怠
れ
ば
、
得
る
に
侵
隱
を
以
て
す

4

4

4

4

4

4

4

4

44

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
云
々

と
そ
の
官
吏
の
侵
隱
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

「
奏
裁
」
朝
廷
へ
奏
し
て
決
裁
を
仰
ぐ
。
こ
れ
を
直
接
法
定
す
る
條
文
は
賞
令

に
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
文
書
令
に
は
例
が
な
い
。

本
條
は
、
同
文
が
『
事
類
』
卷
三
〇
「
上
供
」
に
賞
令
と
し
て
登
場
す
る
よ

う
に
、
文
書
令
で
は
な
く
明
ら
か
に
賞
令
で
あ
る
。
ま
た
次
條
53
も
や
は
り
他

所
に
賞
令
と
し
て
同
文
が
あ
る
。
元
來
、
驅
磨
點
檢
し
不
正
摘
發
し
た
吏
人
の

褒
賞
に
關
す
る
本
條
は
、
前
條
と
同
じ
く
政
和
三
年
に
戸
部
尚
書
劉
炳
ら
が
擬

修
し
た
も
の
で
、
そ
の
際
に
賞
と
し
て
摘
發
額
が
諸
州
三
千
貫
・
提
刑
司
六
千
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貫
で
あ
れ
ば
轉
一
資
と
す
る
規
定
を
政
和
賞
格
（「
點
磨
隱
陷
」
後
出
慶
元
賞

格
に
同
じ
）
と
し
、
本
條
と
同
樣
、
州
八
千
貫
、
提
刑
一
萬
五
千
貫
以
上
で
あ

れ
ば
奏
裁
す
る
と
い
う
規
定
を
賞
令
と
し
、
三
百
貫
で
陞
一
名
、
一
千
貫
で
陞

二
名
、
二
千
貫
で
陞
三
名
、
四
千
貫
で
陞
四
名
、
七
千
貫
で
陞
五
名
、
一
萬

二
千
貫
で
轉
一
資
、
三
萬
貫
已
上
で
取
裁
す
る
と
い
う
規
定
を
尚
書
吏
部
司
勲

格
と
し
た
（『
宋
會
要
』
政
和
三
年
條
）。
卽
ち
政
和
の
議
論
で
無
額
上
供
錢
の

不
正
を
摘
發
し
た
吏
人
に
對
す
る
褒
賞
規
定
で
は
不
正
額
に
よ
っ
て
賞
の
内
容

が
異
な
り
、
そ
れ
に
從
っ
て
賞
令
か
賞
格
か
尚
書
吏
部
司
勲
格
か
が
定
ま
っ
て

お
り
、
政
和
賞
格
と
さ
れ
た
も
の
は
慶
元
賞
格
に
、
政
和
賞
令
と
さ
れ
た
も
の

は
慶
元
賞
令
に
そ
の
ま
ま
受
け
繼
が
れ
て
い
る
。
推
賞
・
給
賞
を
內
容
と
す
る

令
は
『
事
類
』
全
體
と
し
て
は
、
卷
八
雜
門
「
闌
遺
」
所
見
の
雑
令
、
卷
五
二

公
吏
門
「
差
補
」
所
載
の
吏
卒
令
な
ど
若
干
の
檢
討
す
べ
き
事
例
は
あ
る
も
の

の
、
ほ
ぼ
全
て
賞
令
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
財
用
門
の
「
點
磨
隱
陷
」
所
載
の

敕
令
と
し
て
は
、
文
書
令
以
外
に
は
職
制
敕
・
厩
庫
敕
・
戸
婚
敕
・
賊
盗
敕
・

職
制
令
・
倉
庫
令
・
場
務
令
・
賦
役
令
が
あ
り
、
賞
令
は
な
い
。
こ
の
中
で
、

內
容
的
に
政
和
の
議
論
に
や
や
近
い
も
の
と
し
て
例
え
ば
隱
落
失
陷
に
關
係
し

た
者
へ
の
罰
則
、
官
物
を
驅
磨
勘
會
し
た
が
本
州
に
申
し
な
か
っ
た
場
合
の
罰
、

稅
簿
を
審
磨
・
磨
勘
し
た
が
隱
蔽
し
た
者
へ
の
罰
、
點
磨
し
取
索
し
た
倉
庫
の

簿
曆
等
文
書
の
送
還
に
關
す
る
規
定
な
ど
が
あ
る
も
の
の
、
推
賞
に
つ
い
て
の

規
定
は
こ
の
46
〜
53
以
外
に
は
な
い
。

53　

諸
州
の
吏
人
、
審
磨
し
夏
秋
稅
租
簿
內
に
差
錯
・
走
失
・

隱
落
・
失
陷
の
稅
租
有
る
を
出
せ
ば
、
納
畢
の
鈔
簿
を
磨
勘
す

る
に
依
り
推
賞
す
。

「
審
磨
」
つ
ま
び
ら
か
に
調
べ
あ
げ
る
。

「
磨
勘
」
多
く
考
課
に
お
い
て
使
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
稅
帳
等
を
審
査
・

監
査
す
る
意
味
で
あ
る
。
審
磨
、
磨
勘
、
根
磨
な
ど
に
つ
い
て
肖
前
掲
論

文
。

本
條
も
『
事
類
』
卷
四
八
「
簿
帳
欺
弊
」
に
賞
令
と
し
て
登
場
す
る
。
し
か

も
同
所
で
賞
令
は
こ
の
一
條
の
み
で
あ
り
誤
っ
て
繫
げ
て
い
る
と
は
考
え
に
く

く
、
本
53
も
賞
令
で
あ
ろ
う
。

54　

諸
州
・
縣
場
務
收
支
曆
、
如
し
官
司
の
取
索
・
推
究
に
遇

わ
ば
、
先
ず
所
屬
に
申
し
別
に
簿
を
置
き
見
在
數
目
を
謄
入
し

印
押
し
訖
り
な
ば
行
使
し
、
方
に
發
送
す
る
を
得
。

「
置
簿
」『
事
類
』
卷
三
〇
「
上
供
」
倉
庫
式
「
諸
路
轉
運
等
司
稽
考
上
供
錢

物
簿
」
に
差
し
た
人
の
姓
名
、
發
送
の
場
所
・
日
付
、
置
簿
終
了
の
日
付

な
ど
に
つ
い
て
の
書
式
を
載
せ
る
。

55　

諸
て
轉
運
司
審
訖
せ
し
計
帳
、
十
二
月
十
日
以
前
を
限
り
、

尚
書
本
部
に
内
〔
申
〕
し
（
提
舉
常
平
司
賣
不
堪
官
馬
等
錢
物

計
帳
を
審
訖
し
在
京
所
屬
に
申
す
る
は
此
れ
に
准
ず
）、
每
三
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年
、
全
帳
を
審
に
す
る
を
經
る
を
以
て
、
一
道
に
繳
申
す
（
計

帳
に
非
ざ
る
は
五
年
）。

「
賣
不
堪
官
馬
等
錢
物
計
帳
」
對
應
し
て
『
事
類
』
の
こ
の
「
官
馬
帳
狀
」
に

は
廄
牧
式
「
賣
不
堪
官
馬
等
錢
物
計
帳
」
が
あ
る
。

「
一
道
に
」
一
路
を
こ
ぞ
っ
て
（
一
は
も
と
は
大
字
に
作
る
）。

＊
本
稿
は
科
學
研
究
費
助
成
「
電
子
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
「
宋
代
敕
令
拾
遺
」

の
編
纂
」
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
中
村
理
沙
・
王
美
茜
・
童
文
中
諸
氏
の
教
示

を
得
た
。

【
原
文
】

各
條
は
『
事
類
』
の
卷
と
門
、
項
目
に
繫
げ
、
各
項
目
の
後
の
（　

）
內
に

は
靜
、
珍
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
靜
嘉
堂
本
、
中
國
珍
稀
法
律
典
籍
本
の
頁
數
を
示

し
た
。
句
點
は
讀
み
易
さ
を
第
一
と
し
、
細
部
に
至
っ
て
は
必
ず
し
も
譯
文
と

一
致
し
な
い
。

卷
三
「
名
諱
」（
靜
一
〇
、
珍
八
）

１　

諸
犯
廟
諱
・
舊
諱
（
舊
諱
內
二
字
者
、
連
用
爲
犯
。
若
文
雖
連
、
而
意
不

相
屬
者
、
非
）・
御
名
改
避
。
餘
字
（
謂
式
所
有
者
）
有
他
音
（
謂
如
角

徵
之
類
）、
及
經
傳
子
史
有
兩
音
者
、
許
通
用
（
謂
如
金
作
贖
刑
、
其
贖

字
一
作
石
欲
切
之
類
）、
正
字
皆
避
之
。
若
書
籍
及
傳
錄
舊
事
者
、
爲
字

不
成
。
御
名
、
易
以
他
字
。

２　

諸
犯
濮
安
懿
王
・
秀
安
僖
王
諱
者
、
改
避
。
若
書
籍
及
傳
錄
舊
事
者
、
皆

爲
字
不
成
。
其
濮
安
懿
王
諱
、
在
真
宗
皇
帝
謚
號
內
者
、
不
避
。
應
奏
者
、

以
黃
紙
覆
之
。

３　

諸
文
書
不
得
指
斥
援
引
黃
帝
名
。
經
史
舊
文
則
不
避
（
如
用
從
車
從
干
、

與
帝
字
或
后
字
相
連
幷
文
義
應
係
指
黃
帝
名
者
、
並
令
迴
避
。
自
餘
如
軒

冕
・
軒
輊
・
轘
轅
之
類
、
卽
不
合
廻
避
）。

卷
四
職
制
門
「
職
掌
」（
靜
二
五
、
珍
三
〇
）

４　

諸
州
造
帳
司
、
選
司
理
・
司
法
參
軍
一
員
、
掌
之
（
闕
卽
於
本
得
差
出
文

臣
內
選
）。

卷
四
職
制
「
上
書
奏
事
」（
靜
三
一
、
珍
三
九
）

５　

諸
臣
僚
上
殿
奏
事
、
不
許
過
三
劄
（
仍
不
得
用
虛
冗
之
辭
）。
卽
運
〔
軍
〕

國
利
害
・
事
體
重
者
、
不
拘
此
令
。

卷
五
職
制
門
「
奉
使
」（
靜
三
六
、
珍
四
九
）

６　

諸
奉
使
不
給
印
記
而
文
書
應
印
者
、
就
所
在
官
司
借
用
。

卷
六
職
制
門
「
批
書
」（
靜
五
八
、
珍
八
二
）

７　

諸
內
外
命
官
得
替
（
謂
應
主
管
供
造
文
帳
者
）、
有
入
限
未
供
文
帳
、
須

候
造
畢
、
乃
聽
批
書
離
任
。

卷
八
職
制
門
五
「
漏
泄
傳
報
」（
靜
一
〇
〇
、
珍
一
四
七
）

８　

諸
干
軍
機
邊
防
文
字
、
所
屬
並
不
得
下
司
。

卷
一
六
文
書
門
「
詔
敕
條
制
」（
靜
二
二
四
〜
五
、
珍
三
三
四
）
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９　

諸
受
制
敕
應
飜
錄
行
者
、
給
書
寫
程
、
急
速
限
當
日
、
滿
百
紙
一
日
、

二
百
紙
以
上
二
日
、
每
二
百
紙
加
一
日
、
非
急
速
各
加
一
日
、
餘
文
書
各

加
制
敕
限
一
日
。
所
加
雖
多
、
制
敕
不
得
過
五
日
、
餘
文
書
不
得
過
十
日
。

卽
軍
務
急
速
、
不
以
紙
數
、
皆
限
當
日
發
出
。

10　

諸
飜
錄
制
敕
、
其
紙
用
黃
（
須
無
粉
藥
者
）。
奏
御
文
書
、
不
得
用
屑
骨

若
竹
紙
・
牋
紙
。

卷
一
六
文
書
門
一
「
赦
降
」（
靜
二
二
九
、
珍
三
四
〇
）

11　

諸
飜
錄
赦
書
・
德
音
、
其
紙
用
黃
（
須
無
粉
藥
者
）。

�

卷
一
六
文
書
門
「
文
書
」（
靜
二
三
一
〜
二
三
二
、
珍
三
四
四
〜

三
四
六
）

12　

諸
飜
錄
制
敕
・
赦
書
・
德
音
、
其
紙
用
黃
（
須
無
粉
藥
者
）。
奏
御
文
書

及
帳
籍
・
獄
案
、
不
得
用
屑
骨
若
竹
紙
・
牋
紙
。

13　

諸
事
應
奏
請
者
、
皆
爲
表
狀
、
不
得
輒
申
三
省
樞
密
院
。
其
奏
陳
公
事
、

皆
直
述
事
狀
。
若
名
件
不
同
應
分
送
所
屬
而
非
一
宗
事
者
、
不
得
同
爲
一

狀
。
卽
上
表
事
多
表
內
不
可
盡
論
者
、
表
前
畫
一
條
析
。

14　

諸
臣
僚
上
殿
或
前
宰
相
・
執
政
官
及
外
官
奏
軍
機
密
速
、
聽
用
劄
子
。

15　

諸
文
書
奏
御
者
、
寫
字
稍
大
（
臣
名
小
書
）、
上
表
仍
每
行
不
得
過
十
八
字
。

皆
長
官
以
臣
名
款
其
背
縫
、
然
後
用
印
。
餘
文
書
無
印
、
則
所
判
者
款
之
。

16　

諸
奏
事
涉
機
密
、
若
急
速
及
災
異
、
或
告
妖
術
、
若
獄
案
、
或
臣
僚
自
有

所
陳
（
謂
非
敘
述
身
事
者
）、
及
被
旨
分
析
事
狀
、
皆
實
封
、
餘
通
封
。

卽
不
應
實
封
而
實
封
者
、
所
屬
點
檢
舉
劾
、
係
臣
僚
陳
事
仍
繳
奏
。

17　

諸
奏
事
應
實
封
而
無
印
者
、
文
書
及
內
外
封
面
須
一
手
寫
。

18　

諸
文
書
、
應
奏
而
涉
邪
穢
者
、
略
具
其
事
。
卽
涉
毒
藥
・
厭
魅
呪
詛
或
邪

穢
甚
者
、
止
申
尚
書
省
或
樞
密
院
。

19　

諸
曾
任
宰
相
・
執
政
官
及
節
度
使
・
通
奉
大
夫
以
上
、
不
因
上
責
致
仕
者
、

若
有
章
奏
、
聽
於
通
進
司
投
進
。

20　

諸
上
書
及
官
文
書
、
皆
爲
眞
字
、
仍
不
得
輕
細
書
寫
。
凡
官
文
書
有
數
者
、

借
用
大
字
（
謂
一
作
壹
之
類
）。

21　

諸
申
發
章
奏
及
公
文
、
皆
書
實
日
（
應
書
名
者
親
書
、
其
報
應
仍
具
承
受

月
日
）
要
速
機
密
、
仍
實
封
其
公
文
。

22　

諸
事
應
奏
申
、
皆
先
具
檢
、
本
司
官
畫
日
書
字
、
付
司
爲
案
、
然
後
奏
申

（
本
官
自
陳
事
者
、
聽
自
留
）。
官
司
行
移
公
文
、
准
此
。

23　

諸
在
外
官
司
、
徑
赴
樞
密
院
投
下
通
封
奏
狀
者
、
用
號
書
貼
。

24　

諸
親
王
・
宗
室
公
文
、
皆
不
書
姓
（
宗
室
任
外
官
而
非
自
上
書
、
卽
依
庶

官
例
）。

25　

諸
官
文
書
、
皆
印
年
⽉
日
及
印
封
、
應
奏
申
者
印
縫
背
、
貼
黃
者
印
貼
黃
。

26　

諸
奏
狀
應
用
印
⽽
無
印
者
、
借
⾮
錢
穀
刑
獄
印
。

27　

諸
制
書
脫
誤
、
於
事
理
無
改
易
者
、
驗
案
檢
改
正
、
不
須
覆
奏
。
若
官
文

書
脫
誤
者
、
諮
長
官
改
正
。
其
事
理
要
切
處
、
皆
用
印
。

28　

諸
官
司
書
判
與
決
、
如
依
所
乞
、
卽
以
從
字
代
之
。

29　

諸
官
司
公
文
、
狀
後
牒
前
朱
書
事
目
發
放
（
符
・
帖
之
類
准
牒
）。
其
急

速
及
取
稟
者
、
仍
貼
出
。

30　

諸
省
臺
・
寺
監
、
若
餘
官
司
會
問
文
書
用
字
號
者
、
於
回
報
公
文
前
朱
書

來
號
。
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31　

諸
在
外
官
司
公
文
、
於
三
省
樞
密
院
・
省
臺
・
寺
監
及
本
路
察
訪
官
用
申

狀
。

32　

諸
太
中
大
夫
・
觀
察
使
以
上
知
州
及
提
舉
宮
觀
祠
廟
者
、
於
察
訪
及
本
路

應
用
申
狀
者
、
書
檢
不
繫
銜
、
獨
員
者
聽
行
牒
（
任
安
撫
使
・
都
總
管
・

鈐
轄
・
若
發
運
・
轉
運
使
、
應
申
察
訪
者
、
准
此
）。

33　

諸
在
外
官
司
奏
事
、
別
用
內
引
具
列
所
奏
事
、
日
赴
門
下
省
。

34　

諸
文
書
應
印
者
、
置
曆
記
其
事
目
。

35　

諸
官
司
置
都
簿
五
年
一
易
、
具
載
所
轄
應
用
簿
曆
名
數
、
其
有
增
減
次
、

日
報
都
簿
司
除
附
。
倉
庫
准
此
。

36　

諸
州
縣
、
應
置
簿
曆
（
州
委
簽
判
、
縣
委
令
丞
）、
類
其
所
置
名
件
申
監
司
。

監
司
置
都
簿
總
之
。

37　

諸
官
文
書
、
爲
水
漂
壞
者
、
官
吏
收
尋
曬
暴
。
內
要
用
而
有
損
爛
者
、
以

不
係
省
頭
子
錢
雇
⼈
謄
寫
（
爲
⽕
所
焚
應
傳
寫
者
、
准
此
）。

卷
一
六
文
書
門
一
「
程
限
」（
靜
二
三
七
、
珍
三
五
一
〜
二
）

38　

諸
受
制
敕
應
飜
錄
行
者
、
給
書
寫
程
急
速
限
當
日
、
滿
百
紙
一
日
、
二
百

紙
以
上
二
日
、
每
二
百
紙
加
一
日
。
非
急
速
各
加
一
日
。
餘
文
書
、
各
加

制
敕
限
一
日
。
所
加
雖
多
、
制
敕
不
得
過
五
日
、
餘
文
書
不
得
過
十
日
。

卽
軍
務
急
速
、
不
以
紙
數
皆
限
當
日
發
出
。

卷
一
七
文
書
門
二
「
架
閣
」（
靜
二
三
九
〜
四
〇
、
珍
三
五
七
）

39　

諸
制
書
及
重
害
文
書
（
州
實
行
丁
産
等
第
稅
租
薄
副
本
、
縣
造
簿
案
檢
、

同
）、
若
祥
瑞
・
觧
官
・
婚
田
・
市
估
・
獄
案
之
類
、
長
留
仍
置
籍
・
立
號
、

別
庫
架
閣
、
以
時
曬
暴
。
卽
因
檢
簡
移
到
者
、
別
爲
一
籍
（
號
止
因
舊
）。

40　

諸
架
閣
公
案
、
非
應
長
留
者
、
留
十
年
、
每
三
年
一
檢
簡
、
申
監
司
差
官

覆
訖
除
之
（
充
官
用
、
有
餘
者
出
賣
）。
其
有
本
應
長
留
者
、
移
於
別
庫
。

籍
內
仍
隨
事
朱
書
所
除
所
移
年
月
、
同
覆
官
簽
書
。

41　

諸
官
司
承
受
無
行
文
書
、
元
無
事
祖
者
、
別
簿
具
錄
名
件
、
當
職
官
月
一

簽
書
、
應
架
閣
者
、
別
架
貯
之
。

42　

諸
架
閣
庫
、
州
職
官
一
員
、
縣
令
・
丞
・
簿
掌
之
。
應
文
書
印
縫
、
計
張

數
、
封
題
年
月
・
事
目
幷
簿
曆
之
類
、
冬
〔
各
〕
以
年
月
次
序
注
籍
・
立

號
・
編
排
（
造
帳
文
書
、
別
庫
架
閣
）、
仍
置
籍
。
遇
借
監
官
立
限
、
批

注
交
受
納
、
日
勾
銷
。
按
察
及
季
點
官
點
檢
。

卷
一
七
文
書
門
「
給
納
印
記
」（
靜
二
四
三
頁
、
珍
三
六
三
頁
）

43　

諸
奏
狀
應
用
印
⽽
無
印
者
、
借
⾮
錢
穀
・
刑
獄
印
。

44　

諸
奉
使
不
及
〔
給
〕
印
記
而
文
書
應
印
者
、
就
所
在
官
司
借
用
。

卷
三
二
財
用
門
三
「
點
磨
隱
陷
」（
靜
三
四
一
〜
二
、
珍
五
〇
四
〜

六
）

45　

諸
帳
及
簿
曆
・
錢
物
、
有
差
失
誤
漏
之
類
、
先
取
干
照
文
書
改
正
、
有
欺

弊
者
、
聽
追
人
。

46　

諸
根
磨
出
合
納
官
錢
物
、
候
催
納
到
官
、
經
所
屬
審
覆
保
明
、
方
許
推
賞
。

47　

諸
公
人
、
驅
磨
點
檢
出
隱
落
失
陷
幷
〔
幷
失
陷
〕
錢
物
、
給
賞
外
、
依
格

應
轉
資
、
而
餘
數
又
及
一
倍
以
上
者
、
所
屬
保
明
、
申
尚
書
省
。

48　

諸
告
及
・
驅
磨
・
點
檢
出
隱
落
錢
物
、
未
得
者
減
半
給
賞
。
仍
止
于
犯
人

追
理
。

49　

諸
驅
磨
・
點
檢
隱
落
及
失
陷
錢
物
未
明
、
因
而
別
差
人
驅
磨
、
或
後
人
承
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行
結
絕
、
始
見
隱
落
失
陷
者
、
以
所
得
賞
均
給
。

50　

諸
告
及
・
驅
磨
・
點
檢
出
隱
落
及
失
陷
錢
物
、
應
推
賞
者
、
州
縣
委
提
點

刑
獄
司
、
限
十
日
覆
定
訖
、
賞
之
（
發
運
・
監
司
・
提
點
鑄
錢
・
解
鹽
司

之
類
人
吏
委
隣
路
。
提
點
刑
獄
司
、
准
此
）。
仍
申
尚
書
戸
部
檢
察
。

51　

諸
告
及
・
驅
磨
・
點
檢
出
隱
落
幷
失
陷
錢
物
、
應
賞
者
、
以
所
納
物
准
價
、

仍
依
數
借
支
。
卽
犯
人
應
勿
追
、
或
追
而
不
足
者
、
干
繫
人
均
備
。

52　

諸
吏
人
驅
磨
・
點
檢
出
收
到
無
額
上
供
錢
物
供
申
數
目
不
實
、
而
侵
隱
移

易
、
別
作
窠
名
收
係
、
若
支
使
者
、
州
及
八
千
貫
、
提
點
刑
獄
司
一
萬

五
千
貫
以
上
（
累
滿
者
同
）、
並
奏
裁
。

53　

諸
州
吏
人
、
審
磨
出
夏
秋
稅
租
簿
內
有
差
錯
走
失
隱
落
失
陷
稅
租
者
、
依

磨
勘
納
畢
鈔
簿
推
賞
。

卷
三
六
庫
務
門
一
「
場
務
」（
靜
三
六
七
、
珍
五
四
二
）

54　

諸
州
縣
場
務
收
支
曆
、
如
遇
官
司
取
索
推
究
者
、
先
申
所
屬
、
別
置
簿
、

謄
入
見
在
數
目
、
印
押
訖
行
使
、
方
得
發
送
。

卷
七
九
畜
産
門
「
官
馬
帳
狀
」（
靜
五
九
〇
、
珍
八
八
四
）

55　

諸
轉
運
司
審
訖
計
帳
、
限
十
二
月
十
日
以
前
內
〔
申
〕
尚
書
本
部
（
提
舉

常
平
司
審
訖
賣
不
堪
官
馬
等
錢
物
計
帳
、
申
在
京
所
屬
、
准
此
）
每
三
年

以
經
審
全
帳
一
道
繳
申
（
非
計
帳
者
五
年
）。


